
　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0001

A201000968

2010-4382

2011/01/07

(事故発生地)

神奈川県

　容器を煮沸消毒するため、当該製品の
タイマーをセットして外出し、戻ったと
ころ、当該製品及び周辺が焼損する火災
が発生していた。

　調査の結果、タイマーの不具合により連続加
熱し、調理庫内のほ乳ビン（プラスチック製）
が過熱したことにより、出火に至ったものと考
えられるが、タイマーが焼失しているため、原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2011/02/16)電子レンジ

ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉ
ｃｓ　Ｊａｐａｎ（株）

ＭＪ－５０ＨＬ５

( 火災 )

A201100764

2011-3613

2011/12/25

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、当該製品の取扱説明書には毎日
の水位の点検、水面よりも十分に深く設置する
旨の記載があるが、水槽内の水を不足させたこ
とで当該製品が気中に露出したため空焚き状態
となったこと、及び、当該製品の取扱説明書に
記載されていた時間では、サーマルリードスイ
ッチ（空焚き防止機能）が作動しなかったこと
から、餌や糞など水槽内の堆積物及びヒータ管
に貼り付けた銘板ラベルから発煙したものと推
定される。　なお、取扱説明書には、「空焚き
状態にならないように注意してください」等の
注意表記が記載されている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2011/12/28)水槽用サーモスタット付
ヒーター

（株）マルカン

ミニオート　ＮＥＯ　８０
Ｗ

( 火災 )

A201200200

2012-0600

2012/06/01

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の焼損状況から内部か
ら出火したものと推定されるが、残存する電気
部品に出火の痕跡は認められず、フィルムコン
デンサー等の部品が確認できなかったため、事
故原因の特定には至らなかった。

　株式会社コスモライフは、事故の再発防
止を図るため、平成２５年９月５日から対
象製品について部品交換を実施している。

(受付:2012/06/11)ウォーターサーバー

（株）コスモライフ

ＷＢＦ－１０００Ｓ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0002

A201200300

2012-0965

2012/07/01

(事故発生地)

愛知県

　事務所で当該製品を使用中、火災報知
器が鳴動したため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、当該製品のモーターカバー付近
の内部配線に溶融痕が確認されるとともにコン
デンサーが炭化していたことから、当該製品内
部から出火したものと推定されるが、焼損が著
しいため、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、山崎産業株式会社で
は、平成２２年８月１９日以降の製品から
コンデンサーを保安機構付きに変更すると
ともに、平成２４年９月からモーターカバ
ーのバリ取り作業の管理強化を実施してい
る。

(受付:2012/07/23)送風機

山崎産業（株）

Ｅ－１０３－ＤＸ

( 火災 )

A201200364

2012-1138

2012/07/26

(事故発生地)

香川県

　当該製品を使用中、幼児（３歳）が火
傷を負った。

　調査の結果、当該製品のチャイルドロック機
構に異常が認められなかったことから、保護者
が目を離した際に幼児が温水コックのレバーを
操作し、熱湯が出て火傷を負ったものと推定さ
れ、幼児の使用に関する注意表示がなかったこ
とも事故発生に影響したものと考えられる。

　アクアクララ株式会社は、事故の再発防
止を図るため、平成２４年１１月以降の製
品については、視認性向上のためにウォー
ターサーバー本体に貼り付ける注意ラベル
のデザインを変更するとともに幼児の使用
に関する注意表示を行っている。また、平
成２０年４月より、本体の設置及びボトル
の配送の際に、火傷等の事故防止のための
注意喚起チラシを継続的に配布している。

(受付:2012/08/14)ウォーターサーバー

アクアクララ（株）

ＡＣ０１－３

( 重傷 )

A201200482

2012-1498

2012/09/16

(事故発生地)

群馬県

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品を焼損する火災が発生した
。

　調査の結果、製品内部のヒーター端子とヒー
ターリード線とを接続するカシメ部において、
カシメ強度が不足していたため、使用している
うちに発熱、出火し、火災に至ったものと考え
られる。

　三洋電機株式会社は、事故の再発防止を
図るため、平成２５年１月２２日にホーム
ページへの情報掲載を行うとともに、同年
１月２３日に新聞社告を掲載し、対象製品
について製品回収を実施している。

(受付:2012/09/28)食器洗い乾燥機

三洋電機（株）

ＤＷ－Ｓ２０００

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0003

A201200549

2012-1776

2012/10/13

(事故発生地)

京都府

　当該製品を使用中、火災報知機が鳴動
したため確認すると、当該製品から発煙
し、当該製品を焼損する火災が発生して
いた。

　調査の結果、製品内部のヒーター端子とヒー
ターリード線とを接続するカシメ部分において
、カシメ強度が不足していたため、使用してい
るうちに発熱、出火し、火災に至ったものと考
えられる。

　三洋電機株式会社は、事故の再発防止を
図るため、平成２５年１月２２日にホーム
ページへの情報掲載を行うとともに、同年
１月２３日に新聞社告を掲載し、対象製品
について製品回収を実施している。

(受付:2012/10/26)食器洗い乾燥機

三洋電機（株）

ＤＷ－Ｓ２０００

( 火災 )

A201200572

2012-1945

2012/10/21

(事故発生地)

宮城県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品を焼損した
。

　調査の結果、当該製品は内部の焼損が著しく
、内部に積もった大量の埃がスイッチの接点ア
ークにより着火し本体下カバー等に延焼した可
能性もあるが、グロー球の雑音防止用コンデン
サーが確認できなかったことから、原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/11/02)照明器具

松下電工（株）（現在：パ
ナソニック（株））

ＨＤ９２１９ＧＰＬ

( 火災 )

A201200598

2012-2009

2012/10/22

(事故発生地)

兵庫県

　異音と異臭に気付き確認すると、当該
製品を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品の回路基板上の部品に
異常は認められず、パターン面に焼損が認めら
れたことから、パターン間でトラッキング現象
が生じて発火に至ったものと推定されるが、焼
損が著しいためトラッキング現象が発生した原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/11/09)電気スタンド

パナソニック（株）

ＳＱ－ＬＤ５２０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0004

A201200699

2012-2364

2012/12/07

(事故発生地)

宮城県

　施設で当該製品を使用中、異音ととも
に当該製品が破裂して出火する火災が発
生し、当該製品を焼損した。

　調査の結果、当該製品に部品不良があったた
め、ヒューズ抵抗に許容電流に近い電流が継続
して流れて発熱が継続し、充てん剤が気化して
内圧が上昇し、破裂したことにより事故に至っ
たものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/12/18)ＬＥＤランプ（電球型）

（株）エス・ティー・イー

ＪＳＤ１１０７ＣＢ－Ｂ
１１０８

( 火災 )

A201200716

2012-2407

2012/12/01

(事故発生地)

埼玉県

　トイレで当該製品を使用中、異音がし
たため確認すると、当該製品から出火す
る火災が発生しており、当該製品及び周
辺を焼損した。

　調査の結果、当該製品の内部配線が、断線、
短絡してスパークしたものと推定され、製品に
起因する事故と推定されるが、配線の焼損が著
しく、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/12/25)電気ストーブ

（株）千住

ＰＨ－２８０

( 火災 )

A201200723

2012-2411

2012/12/12

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を点灯中、火災報知機が鳴動
したため確認すると、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品に付属していた交流変
換器のトランスがレイヤショートし出火したも
のと推定されるが、トランスが過負荷状態にな
ったためか、トランスの製造不良によるものか
、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/12/25)照明器具（電飾）（配線
用変換器付き）

テクノフロンティア

ｓｄｔｔ－６９

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0005

A201200738

2012-2460

2012/12/10

(事故発生地)

島根県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、当該製品の残存する電気部品に
出火の痕跡は認められなかったが、電源コード
の一部が確認できなかったことから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/12/28)電気こたつ

松下寿電子工業（株）（現
在：パナソニック　ヘルス
ケア（株））

ＤＷ－５７１ＣＳ

( 火災 )

A201200764

2012-2520

2012/12/13

(事故発生地)

福岡県

　当該製品のスイッチを入れたところ、
異音とともに当該製品のスイッチ部から
出火する火災が発生し、当該製品を焼損
、周辺を汚損した。

　調査の結果、当該製品から漏れたオイルが着
火して出火したものと推定されるが、オイルを
着火させたきっかけが不明であり、製品に起因
するか否かも含め、原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくこととするが、デロンギ・ジャパン
株式会社では、平成２０年１０月より、同
社ホームページにおいて、オイル漏れなど
が生じた場合は無償取替などを行うことを
公表している。

(受付:2013/01/08)電気ストーブ（オイルヒ
ーター）

デロンギ・ジャパン（株）

０９１５２１ＴＥＣ

( 火災 )

A201200796

2012-2599

2013/01/10

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品の電源を入れた後、しばらく
して入浴しようとしたところ、当該製品
から出火する火災が発生しており、当該
製品を焼損、周辺を汚損した。

　調査の結果、当該製品の電源基板交換時に端
子部に応力を加えたため、ヒーター接続端子の
はんだ接続部に接触不良が生じて異常発熱し、
出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/01/18)浴室暖房機

松下精工（株）（現在：パ
ナソニック　エコシステム
ズ（株））

ＦＥ－１３Ｆ３Ｖ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0006

A201200820

2012-2651

2012/12/23

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を踏み台の上に置いて使用中
、異臭に気付き確認すると、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生していた。

　事故原因は、当該製品のヒーター線を固定す
る接着剤の塗布量が少なかったため、使用中に
ヒーター線の固定が外れ、ヒーター線が折り重
なった部分で局部過熱を起こして絶縁被覆が溶
融し、ショートして焼損したものと考えられる
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/01/24)電気ミニマット

（株）千住

ＥＣ－Ｋ４５４

( 火災 )

A201200853

2012-2973

2013/01/21

(事故発生地)

富山県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品を焼損した
。

　調査の結果、当該製品の操作パネル基板のケ
ースに亀裂が生じたことにより、結露等の水分
が浸入し、パターン面でトラッキング現象が発
生したものと推定されるが、亀裂の大部分が溶
融していたため、亀裂が生じた原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/01)電気洗濯機

松下電器産業（株）（現在
：パナソニック（株））

ＮＡ－Ｆ４２Ｍ８

( 火災 )

A201200895

2012-3100

2013/02/02

(事故発生地)

広島県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品を焼損した
。

　調査の結果、当該製品のヒーターにつながる
内部配線の接続端子に過熱痕跡が認められたこ
とから、長期使用（約２８年）により、当該接
続部の接触抵抗が増大し過熱、出火したものと
推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/12)電気温風機

東芝機器（株）（現　東芝
ホームテクノ（株））

ＳＦ－１００２ＶＴ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0007

A201200914

2012-3134

2013/02/05

(事故発生地)

茨城県

　店舗で当該製品を使用中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、電源線及び送り配線が安定器の
上部近傍に二重に束ねた状態で設置されていた
ことにより、当該製品の長期使用（約１５年）
が加わり、安定器近傍の内部配線の被覆が熱劣
化したため、ショートし、出火に至ったものと
推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/15)照明器具

オーデリック（株）

ＦＣ４０１１ＧＨ

( 火災 )

A201200919

2012-3169

2013/02/06

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、身体等が当該製品のつまみに触
れてスイッチが入り、当該製品の上に置かれて
いた可燃物に引火したものと考えられる。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、平成
１９年６月２０日に「小形キッチンユニッ
ト用電気こんろ協議会」を設立し、再発防
止のため、１００％改修を目指した抜本的
対策を、平成１９年７月３日及び同年７月
３１日に公表し、改修を進めている。「一
口電気こんろ」と同様のスイッチ構造を持
つ「上面操作一口電気こんろ」及び「複数
口電気こんろ」については、平成１９年８
月１日に改修対象に加え、新聞社告を掲載
し、また、新聞折り込みチラシの配布を全
国で展開する等改修を進めている。

(受付:2013/02/18)電気こんろ

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＫ－１１０２（松下電器
産業株式会社（現パナソニ
ック株式会社）製ミニキッ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0008

A201200920

2012-3170

2013/01/29

(事故発生地)

京都府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、当該製品は焼損部以外に発火の
痕跡が認められないこと、安全装置が正常に作
動していることから、ヒーター線が半断線して
異常過熱した結果、ヒーター線と検知線が短絡
し、温度ヒューズが溶断するまでの間に発火・
焼損したものと考えられるが、ヒーター線が半
断線した原因が製造時の不具合によるものか外
力によるものか不明であることから製品起因か
否かを含め、事故原因の特定に至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/18)電気カーペット

コーナン商事（株）

ＫＣ－１２２Ｈ

( 火災 )

A201200960

2012-3235

2013/02/20

(事故発生地)

茨城県

　店舗で当該製品を使用中、当該製品か
ら出火する火災が発生し、当該製品を焼
損した。

　調査の結果、当該製品の電源コードと内部配
線の圧着端子の圧着不良により、接続部が異常
発熱し、出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくこととするが、燦坤日本電器株式会
社では、当該製品を含む対象機種について
、当該製品の強弱切り替えスイッチに使用
されているダイオードの部品不良により、
異常発熱し、火災に至ることが考えられる
ため、回収を行い、返金対応を実施してい
る。

(受付:2013/02/27)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

燦坤日本電器（株）

ＵＨＣ－９Ｔ

( 火災 )

A201200969

2012-3265

2013/02/18

(事故発生地)

京都府

　異臭に気付き確認すると、当該製品か
ら発煙し、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生していた。

　事故原因は、当該製品のフライバックトラン
スが長期使用（約２８年）により絶縁劣化して
、当該トランス内の配線とプリント基板のアー
ス間で放電現象が発生し、近接しているバック
カバーのリブに着火・延焼に至ったものと考え
られる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/28)テレビ（ブラウン管型）

（株）日立製作所（現在：
日立コンシューマエレクト
ロニクス（株））

Ｃ１４－４１３－１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0009

A201201010

2012-3391

2013/03/03

(事故発生地)

大阪府

　異音とともに当該製品から発煙し、当
該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
た。

　事故原因は、当該製品のリチウムイオンバッ
テリーセルの素子中心部で内部短絡が生じて異
常発熱し、電解液が気化して内圧が上昇し安全
弁から高温の電解液が噴出し、周辺を焼損した
ものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/12)ノートパソコン

（株）日立製作所（現在：
日立コンシューマエレクト
ロニクス（株））

ＰＣＦ－ＤＮ３３Ｊ

( 火災 )

A201201011

2012-3392

2013/03/03

(事故発生地)

大阪府

　異音とともに当該製品から発煙し、当
該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
た。

　調査の結果、当該製品の下部ヒーター外管が
腐食したことにより、ヒーター内部に浸入した
水が、ヒーターフランジの接続端子部から漏え
いして接続端子とフランジ間で絶縁破壊を起こ
し継続的にスパークを生じ焼損したと考えられ
るが、スパーク発生時に漏電遮断器が作動しな
かった原因については特定することはできなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/12)電気温水器

（株）東芝（現　東芝キヤ
リア（株）に事業移管）

ＨＰＬ－２ＴＦＢ４６３Ｒ
ＡＵ

( 火災 )

A201201018

2012-3430

2013/03/05

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、異臭がしたため確
認すると、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品の電源基板の焼損が著
しいことから、電源基板付近から出火したもの
と推定されるが、焼損が著しく確認できない部
品があることから、出火原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/14)除湿乾燥機

タイガー魔法瓶（株）

ＡＨＥ－Ｂ６００

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0010

A201201033

2012-3573

2013/03/03

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、異臭に気付き確認
すると、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生していた。

　調査の結果、当該製品の２本のヒーターのう
ち１本が断線し、ファンモーターが埃等の噛み
込みにより一時的に回転が停止したため、温度
ヒューズが作動する前にヒーター部上面の天板
が焼損したものと推定される。

　松下電器産業株式会社（現　パナソニッ
ク株式会社）は、昭和６０年３月１８日に
新聞社告を行い、同社ホームページに情報
を掲載し、無償で対策部品との交換を実施
している。

(受付:2013/03/21)電気こたつ

松下寿電子工業（株）（現
在：パナソニック　ヘルス
ケア（株））

ＤＫ－９１２－Ｆ

( 火災 )

A201201038

2012-3578

2013/03/04

(事故発生地)

福島県

　当該製品の電源を入れたところ、当該
製品から発煙し、当該製品の内部部品を
焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の圧縮機運転用のコン
デンサーが、長期使用（約３０年）により、絶
縁劣化し出火したものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/21)電気冷蔵庫

（株）日立製作所（現在：
日立アプライアンス（株）
）

Ｒ－６２１ＦＢ

( 火災 )

A201201047

2013-0012

2013/01/23

(事故発生地)

東京都

　当該製品から発煙し、当該製品の内部
部品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品内部のインバーター回
路基板において、電源電線接続部のはんだ量が
少なかったため、点灯及び消灯時の温度変化の
繰り返しによって、はんだ付け部にクラックが
生じて接触不良となり、過熱、発煙に至ったも
のと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/25)蛍光ランプ

パナソニック（株）

ＥＦＧ２５ＥＬ／２０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0011

A201201050

2013-0014

2013/03/15

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約２０年
）によるドア開閉の繰り返しで、ドア下部の内
部配線に半断線が生じ、絶縁被覆が劣化して短
絡スパークが発生したため、出火に至ったもの
と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/25)食器洗い乾燥機（ビルト
イン式）

松下電器産業（株）（現在
：パナソニック（株））

ＮＰ－３０００ＢＰ

( 火災 )

A201201066

2013-0046

2013/03/18

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品及び周辺を
焼損した。

　調査の結果、当該製品の蒸発皿を固定するビ
スの締め過ぎにより固定支柱に亀裂が生じ、パ
ッキン部から水が漏れてサーモスタット内に浸
入したため、トラッキング現象が生じて出火に
至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。 　なお、（株）アントレッ
クスでは、平成２６年２月２４日より、自
社ホームページ等において、当該製品に異
常があった場合、使用を中止し、自社に連
絡するよう注意喚起を行っている。

(受付:2013/03/28)加湿器（スチーム式）

（株）アントレックス

Ｆｒｅｄ

( 火災 )

A201300004

2013-0112

2013/03/06

(事故発生地)

東京都

　店舗で当該製品を使用中、当該製品か
ら発煙し、当該製品を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品のコンプレッサ駆動用
ＩＣから出火したものと推定されるが、ＩＣの
焼損が著しいため、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/01)エアコン（室外機）

東芝キヤリア（株）（現在
：東芝ホームアプライアン
ス（株））

ＲＡＳ－２２１８ＡＤ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0012

A201300011

2013-0122

2013/03/29

(事故発生地)

山形県

　当該製品から発煙し、当該製品及び周
辺を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の基板の電源入力部の
焼損が著しいことから、コンデンサーの不具合
やトラッキングにより出火に至ったものと考え
られるが、部品や基板が一部欠落していること
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、株式会社永泰産業で
は、当該機種について平成２３年３月１８
日からメイン基板の電気部品の不良等に関
して無料点検・修理を実施している。

(受付:2013/04/04)ＩＨ調理器

（株）永泰産業（（株）テ
スコムブランド）

ＴＩＨ１０１（株式会社テ
スコムブランド）

( 火災 )

A201300012

2013-0123

2013/03/30

(事故発生地)

愛知県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品はモーター内部の部品
に不具合があり、整流子とカーボンブラシ間が
接触不良となって過剰なスパークが発生したた
め、樹脂製モーターカバーに着火し、出火に至
ったものと推定される。

　株式会社パオックは、平成２５年４月
２６日からホームページに情報を掲載する
とともに、平成２５年６月１２日に新聞社
告を掲載し、当該製品の回収を行っている
。

(受付:2013/04/04)空気圧縮機

（株）パオック

ＯＭ－１２１２

( 火災 )

A201300014

2013-0124

2013/03/18

(事故発生地)

大阪府

　施設で当該製品を使用中、当該製品を
焼損し、周辺を汚損する火災が発生した
。

　調査の結果、長期使用（約２０年）により、
当該製品のローター軸受が固着したため、モー
ターコイルが過熱して絶縁劣化するとともに、
スパークが発生して周辺の埃に着火し、出火に
至ったものと推定される。

　パナソニックエコシステムズ株式会社は
、事故の再発防止を図るため、平成１９年
９月７日から同社ホームページに「長年ご
使用の扇風機の使用についてのお知らせと
お願い」として注意事項を掲載し、不具合
がある場合には使用を中止するよう呼び掛
けている。

(受付:2013/04/05)扇風機

松下精工（株）（現在：パ
ナソニック　エコシステム
ズ（株））

Ｆ－３０Ｌ２Ｄ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0013

A201300025

2013-0177

2013/04/03

(事故発生地)

宮城県

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品を焼損する火災が発生した
。

　調査の結果、当該製品の高圧トランスに部品
不良があり、巻線にレイヤショートが生じたた
め、火災に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/11)電子レンジ

ツインバード工業（株）

ＤＲ－Ｄ２５７

( 火災 )

A201300028

2013-0178

2013/03/31

(事故発生地)

岡山県

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品を焼損する火災が発生した
。

　事故原因は、運転中の振動により、モーター
と制御基板中継コネクター間のモーターリード
線が断線してスパークが発生し、防音緩衝材に
着火、発煙・焼損したものと考えられる。

　シャープ株式会社では、事故の再発防止
を図るため、平成１４年４月３日から対象
製品について無償点検・修理を実施してい
る。

(受付:2013/04/11)電気洗濯機

シャープ（株）

ＥＳ－４２ＤＳ

( 火災 )

A201300038

2013-0207

2013/03/25

(事故発生地)

岐阜県

　異音がしたため確認すると、当該製品
から出火する火災が発生しており、当該
製品を焼損し、周辺を汚損した。

　調査の結果、当該製品の制御基板周辺の焼損
が著しいことから、制御基板から出火したもの
と推定されるが、制御基板の焼損が著しいため
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/15)電気冷蔵庫

三洋電機（株）

ＳＲ－２２ＮＥ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0014

A201300039

2013-0208

2013/04/05

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品を使用中、異臭がしたため確
認すると、当該製品から発煙し、当該製
品及び周辺を焼損する火災が発生してい
た。

　調査の結果、当該製品のモーター配線が短か
ったため、使用時の洗濯槽の振動により配線に
応力が繰り返し加わり、モーター配線に半断線
が生じ、スパークが生じて出火に至ったものと
推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/15)電気洗濯機

東芝ホームアプライアンス
（株）

ＡＷ－３０７

( 火災 )

A201300044

2013-0221

2013/04/05

(事故発生地)

長崎県

　当該製品を使用後、外出し戻ったとこ
ろ、当該製品から発煙し、当該製品及び
周辺を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品内部の洗浄水がファン
モーター部に浸入したことにより、トラッキン
グ現象が発生し、発煙、焼損したものと推定さ
れる。

　パナソニック株式会社は、事故の再発防
止を図るため、平成１８年１０月３１日に
ホームページへの情報掲載を行うとともに
、翌１１月１日に新聞社告を掲載し、対象
製品について、無償で部品交換を実施して
いる。また、同社では、当該リコール情報
を掲載した新聞折り込みチラシの配布、ダ
イレクトメールの発送等を行っている。さ
らに、平成２５年１０月から１１月にかけ
て新聞折り込みチラシを作成し、情報の周
知を行っている。

(受付:2013/04/18)食器洗い乾燥機

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＰ－４０ＳＸ１

( 火災 )

A201300069

2013-0273

2013/04/15

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、長期使用（約１０年）により、
当該製品のコントローラーのリレー接点が摩耗
し、開閉時に生じる金属粉が堆積したため、リ
レー内部でショートし、コントローラーのケー
スが溶融したものと推定される。　なお、当該
製品の使用状況（約１０年に亘って年間約７か
月間の連続運転）により、リレー接点の摩耗を
促進したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/26)電気カーペット

松下電器産業（株）（現：
パナソニック（株））

ＤＣ－１５Ｂ５

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0015

A201300071

2013-0318

2013/04/19

(事故発生地)

鹿児島県

　当該製品を使用後、異臭に気付き確認
すると、当該製品から出火する火災が発
生しており、当該製品を焼損した。

　事故原因は、当該製品を使用する際に、扉を
開閉し、電源の入切が繰り返されることでドア
の開閉を検知するスイッチが接触不良となり、
スパーク（電気火花）が発生し、トラッキング
現象（絶縁破壊による短絡）が起こり、出火に
至ったものと考えられる。

　小泉成器株式会社は、当該製品を含む対
象機種について、事故の再発防止を図るた
め、平成１９年９月１２日に新聞社告を掲
載し、使用の中止を呼び掛けるとともに、
無償改修を実施している。また、同社では
、平成２０年３月以降複数回にわたり、テ
レビＣＭ放送で注意喚起を行い、対象製品
について無償改修を呼び掛けている。

(受付:2013/04/30)電子レンジ

小泉成器（株）

ＫＲＤ－０１０６

( 火災 )

A201300072

2013-0319

2013/04/17

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品及び周辺を焼損する火災が
発生した。

　事故原因は、当該製品のモーター用コンデン
サーの製造工程において、異物が混入していた
ため、使用中に徐々に絶縁劣化を起こし、出火
に至ったものと推定される。

　ハイアールジャパンセールス株式会社で
は、当該製品を含む対象機種について、事
故の再発防止を図るため、平成２２年１１
月１２日新聞社告、平成２４年９月２１日
プレス公表、平成２４年９月２２日新聞再
社告を行い、無償点検・部品の無償交換を
実施している（三洋ハイアール株式会社（
２００７年３月解散）が輸入した電気洗濯
機も含む）。

(受付:2013/04/30)電気洗濯機

ハイアールジャパンセール
ス（株）

ＪＷ－Ｚ２３Ａ

( 火災 )

A201300076

2013-0320

2013/04/22

(事故発生地)

熊本県

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品を焼損する火災が発生した
。

　事故原因は、洗濯水槽の下部で結束されてい
るクラッチソレノイド（「洗い・すすぎ」と「
脱水」の動力を切り替える電気部品）のリード
線の固定状態や洗濯機の設置環境による振動な
ど様々な要因が重なり、リード線と結束バンド
が擦れて断線し、スパークが発生して発火し、
洗濯水槽樹脂へ類焼したものと考えられる。

　シャープ株式会社は、当該製品を含む対
象機種について、事故の再発防止を図るた
め、平成２５年７月２９日、プレスリリー
ス及びホームページへ情報掲載を行うとと
もに、平成２５年７月３０日付けで新聞社
告等を行い、無償で点検・修理を実施する
。

(受付:2013/04/30)電気洗濯機

シャープ（株）

ＥＳ－Ｄ７５Ｄ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0016

A201300078

2013-0321

2013/04/21

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品を焼損した
。

　事故原因は、当該製品内部の電源コードと基
板を接続する配線に製造時の不具合があったた
め、その後の使用によって接触不良が生じ、接
続部が発熱して電源コード被覆が発火し、製品
内の冷却用ファンに延焼したものと推定される
。

　三洋電機株式会社では、事故の再発防止
を図るため、平成２０年６月２０日にホー
ムページへの情報掲載を行うとともに、同
年６月２１日に新聞社告を掲載し、対象製
品について、注意喚起及び無償改修（電源
コードの交換及び難燃性を向上させた冷却
用ファンへの交換）を実施している。　ま
た、同社では、複数回の新聞社告の掲載、
ダイレクトメールの発送、当該リコール情
報を掲載したチラシを作成し販売店等を通
じ消費者に配布、生活情報誌等に広告の掲
載等行っている。　さらに、平成２５年
１０月から１１月にかけて新聞折り込みチ
ラシを作成し、情報の周知を行っている。

(受付:2013/04/30)電子レンジ

三洋電機（株）

ＥＭＯ－ＣＨ７

( 火災 )

A201300081

2013-0322

2013/04/22

(事故発生地)

愛知県

　当該製品から出火する火災が発生し、
当該製品を焼損、周辺を汚損した。

　調査の結果、長期使用（約２０年）により、
当該製品のパワーリレー接点部に接触不良が生
じて異常発熱し、出火に至ったものと推定され
る。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/30)エアコン

三洋電機（株）

ＳＡＰ－２８４ＬＸ２

( 火災 )

A201300089

2013-0374

2013/04/26

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、異臭に気付き確認
すると当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生していた。　

　調査の結果、当該製品の内部配線の圧着部が
接触不良により異常発熱し、絶縁被覆が焼損し
て内部配線間で短絡したものと考えられるが、
焼損が著しく、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　　なお、当該製品を販売し
たセイホープロダクツ株式会社では、自社
ホームページにおいて、床下・小屋裏に設
置している換気扇の点検を受けることなど
を推奨している。

(受付:2013/05/07)換気扇（床下用）

エス・デイ・ケイ（株）

ＰＦ－１８０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0017

A201300092

2013-0371

2013/04/21

(事故発生地)

愛媛県

　当該製品から異音がして消灯したため
確認すると、当該製品の内部部品を焼損
する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品は、基板上のセラミッ
クコンデンサーが短絡したため、回路上に過電
流が流れて内部のセラミック素子が破損し、周
辺に煤が付着したものと推定されるが、セラミ
ックコンデンサーが短絡した原因の特定には至
らなかった。　なお、セラミックコンデンサー
の短絡によって電流ヒューズが作動し、通電は
遮断している。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/08)照明器具

松下電工（株）（現在：パ
ナソニック（株））

ＨＨＹ４０１

( 火災 )

A201300112

2013-0445

2013/05/05

(事故発生地)

岩手県

　異音に気付き確認すると、配管から漏
水し、当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生していた。

　調査の結果、当該製品の制御基板の電解コン
デンサーが経年劣化し、制御基板内の電圧が不
安定になったため、ヒーター用リレーが頻繁に
ＯＮ・ＯＦＦを繰り返し、接点部にアーク放電
が連続的に発生し出火した可能性が考えられる
が、当該コンデンサーが未回収で確認できない
ことから、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/15)電気温水器

東芝機器（株）（現　東芝
キヤリア（株））

ＨＰＬ－Ｔ３７１ＭＣ

( 火災 )

A201300118

2013-0463

2013/04/27

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品及び周辺を焼損する火災が
発生した。

　事故原因は、当該製品の内蓋上にこぼれた洗
剤が外槽部に流れ込み、ヒーターリード線に付
着して芯線が腐食し、脱水時等の振動により断
線して短絡が生じて、近傍の樹脂部品に着火し
、発煙・出火に至ったものと考えられる。

　日立アプライアンス株式会社では当該機
種について、平成１７年１２月からヒータ
ーのリード線断線に関してＨＰに掲載する
とともに、新聞社告、ＤＭの発送等により
、注意喚起を行い、無料点検・修理を実施
している。更に、平成２５年１０月より、
ＨＰに「リコール商品を探しています」の
項目を追加し、リコール回収中の製品を検
索しやすいようにした。また、サービス員
及び販売店が別製品等の修理に伺った際、
リコール改修品を明示したチラシを持参し
、当該製品が設置されているか確認するこ
とを再徹底した。　なお、リコール品改修
チラシ（５０万部）は新たに作成し、サー
ビス部門、営業部門に配布を実施。

(受付:2013/05/16)電気洗濯乾燥機

日立ホーム＆ライフソリュ
ーション（株）（現　日立
アプライアンス（株））

ＮＷ－Ｄ８ＡＸ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0018

A201300119

2013-0464

2013/05/05

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品の焼損が著しく、確認
できない部品があることから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/16)空気清浄機

ダイキン工業（株）

ＭＣＫ７５Ｋ－Ｐ

( 火災 )

A201300132

2013-0527

2013/04/12

(事故発生地)

広島県

　当該製品を自動車のダッシュボード上
に置いていたところ、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品内部の基板及び内部配
線から出火した痕跡が認められないことから、
リチウムイオン電池が異常過熱し焼損に至った
ものと推定されるが、リチウムイオン電池の焼
損が著しいため、異常過熱した原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/20)ソーラー式充電器

（株）ビーワーススタイル

ＹＪ－００７

( 火災 )

A201300144

2013-0540

2013/05/13

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を使用中、外出し戻ったとこ
ろ、当該製品を焼損する火災が発生して
いた。

　調査の結果、当該製品のモーター配線の長さ
が短かったため、使用時の洗濯槽の振動により
モーター配線に負荷が繰り返し加わり、半断線
が生じてスパークが発生し出火に至ったものと
推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/24)電気洗濯乾燥機

東芝ホームアプライアンス
（株）

ＡＷ－８０ＶＦ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0019

A201300157

2013-0605

2013/05/18

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を始動させ就寝したところ、
当該製品から出火する火災が発生し、当
該製品を焼損した。

　調査の結果、当該製品を修理した際に、内部
配線の閉端子接続に作業不良があったため、閉
端子接続部で接触不良による異常発熱が生じ、
出火に至ったものと推定される。

　パナソニック株式会社は、修理作業者の
再教育及び作業の徹底を図るため、修理に
関するマニュアルを見直すとともに作業者
向けの技能講習を実施している。

(受付:2013/05/30)食器洗い乾燥機

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＰ－９２００ＢＰ

( 火災 )

A201300173

2013-0638

2013/05/29

(事故発生地)

兵庫県

　異臭に気付き確認すると、当該製品を
焼損する火災が発生していた。

　事故原因は、コントローラー基板上の温水ヒ
ーター用コネクター接続部において、部品メー
カーにより特定期間内に製造したコネクターが
メッキ不良を起こしやすい製品であったため、
使用中の熱衝撃及び振動により、メッキが剥が
れてコネクター部分が接触不良となり発熱した
。その影響によりコントローラー基板上のはん
だ付け部に、はんだクラックが生じ絶縁不良と
なり、異極間でスパーク、焼損したものと考え
られる。

　東陶機器株式会社（現ＴＯＴＯ株式会社
）は、当該製品を含む対象機種について、
製品内部の一部接続部で接触不良が発生し
、プラスチック製タンクの一部から発煙・
出火に至るおそれがあることから、平成
１９年４月１６日にホームページへ情報を
掲載するとともに、翌１７日に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、対象製
品について無償点検・改修を実施している
。

(受付:2013/06/05)温水洗浄便座

ＴＯＴＯ（株）

ＴＣＦ９７０

( 火災 )

A201300176

2013-0639

2013/05/27

(事故発生地)

神奈川県

　異臭に気付き確認すると、当該製品か
ら発煙し、当該製品の内部部品を焼損す
る火災が発生していた。

　事故原因は、当該製品のコンプレッサー始動
用に使用されている始動リレー（起動用電気部
品）内のＰＴＣ素子（電流を制御する部品）の
品質にばらつきがあること等により発熱故障し
、始動リレー内部で発煙・焼損して製品の内部
部品を焼損する火災に至ったものと考えられる
。

　シャープ株式会社は、当該製品を含む対
象機種について、事故の再発防止を図るた
め、平成２４年４月１７日プレス公表を行
うとともに、平成２４年４月１７日付けで
新聞社告を行い、引き続きホームページに
情報を掲載して、無償点検・部品交換を実
施する。

(受付:2013/06/05)電気冷蔵庫

シャープ（株）

ＳＪ－２３Ｂ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0020

A201300180

2013-0690

2013/05/25

(事故発生地)

熊本県

　当該製品を使用中、異音に気付き確認
すると、当該製品から出火する火災が発
生しており、当該製品を焼損した。

　調査の結果、当該製品のスターター基板上の
コンデンサーが絶縁劣化を起こし、抵抗が発熱
・発火し、周辺の可燃物が溶融・発火してグロ
ーブに延焼したものと推定されるが、再現テス
トでは再現できず、原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、販売事業者である大
光電機株式会社では、事故原因は長期使用
による影響もあるものと考え、長期使用製
品の点検、交換を喚起、啓蒙するため、商
品カタログ、取扱説明書、製品本体、自社
ホームページに適正交換時期８年～１０年
の表示・記載を行っている。

(受付:2013/06/06)照明器具

（株）大明（大光電機（株
）ブランド）

ＤＣＬ－３０５０６（６０
Ｈｚ）（大光電機株式会社
ブランド）

( 火災 )

A201300191

2013-0725

2013/05/31

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品のタイマーをセットして就寝
中、異臭に気付き確認すると、当該製品
から出火する火災が発生しており、当該
製品を焼損、周辺を汚損した。

　調査の結果、当該製品内部に水漏れが発生し
た際、当該製品の基板またはコネクター部でト
ラッキング現象等が生じて発火し、機器焼損及
び周辺の汚損に至ったものと考えられる。

　リンナイ株式会社は、当該製品を含む対
象機種について、事故の再発防止を図るた
め、平成２４年８月２４日、ホームページ
への情報掲載を行うとともに、所有者に対
してダイレクトメールの送付等を行い、対
象製品について無償点検・修理を実施して
いる。

(受付:2013/06/11)食器洗い乾燥機（ビルト
イン式）

リンナイ（株）

ＲＫＷ－Ｖ４５Ａ

( 火災 )

A201300195

2013-0736

2013/05/24

(事故発生地)

岡山県

　異常に気付き確認すると、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品の吸気口が浴室に設置
されていたため、ファンモーターの給電用コネ
クター部が、浴室等からの湿気等を含む吸気に
さらされ、給電用コネクターの端子間でトラッ
キングが発生しコネクター部の樹脂が発火した
ものと推定される。事故原因は、工事説明書に
おいて、浴室に吸気口を設置しない旨の注意や
警告がされていなかったこと、また、使用者が
何度か運転ランプが点滅したにも拘わらず電源
を入れ直して使用を継続したことも影響したも
のと推定される。　なお、取扱説明書には、「
運転ランプが点滅している場合は、電源スイッ
チ又は電源プラグを抜き再度電源を入れる。そ
れでも点滅する場合はサービスを依頼する。」
旨、記載されていた。

　日本住環境株式会社では、事故の再発を
防止するため、工事説明書に、「浴室等に
吸気口を設置しない」旨、又、取扱説明書
に、「リモコンランプが緑又は橙色点灯以
外を表示した場合は、電源を切ってサービ
スを依頼する」旨の記載を加えるなどの改
訂を行い、浴室に吸気口を設置していたす
べての施工業者と使用者に対し、注意喚起
を行った。

(受付:2013/06/13)換気扇

日本住環境（株）

ＬＦ－４００ＤＣ－ＶⅡ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0021

A201300198

2013-0738

2013/06/05

(事故発生地)

沖縄県

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品を焼損する火災が発生した
。

　調査の結果、当該製品はサーモスタットのリ
ード線接続部の接触不良により、当該接続部が
異常発熱し、近傍の保護カバーに着火したもの
と推定される。

　三洋電機株式会社は、事故の再発防止を
図るため、平成２１年９月１８日以降、ホ
ームページへの情報掲載を行うとともに複
数回の新聞社告を掲載し、当該機種を含む
９機種について無償で点検を実施している
。また、当該製品を含む対象４機種につい
ては、製品を買い取る対応を行っている。
さらに、平成２５年１０月から平成２６年
３月にかけて新聞折り込みチラシを作成し
、情報の周知を行っている。

(受付:2013/06/14)電気洗濯乾燥機

三洋電機（株）

ＡＷＤ－Ａ８４５Ｚ

( 火災 )

A201300199

2013-0785

2013/06/05

(事故発生地)

青森県

　当該製品を使用中、異音に気付き確認
すると、当該製品から発煙し、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品内部の洗浄水がファン
モーター部に浸入したことにより、トラッキン
グ現象が発生し、発煙、焼損したものと推定さ
れる。

　パナソニック株式会社は、事故の再発防
止を図るため、平成１８年１０月３１日に
ホームページへの情報掲載を行うとともに
、翌１１月１日に新聞社告を掲載し、対象
製品について無償で部品交換を実施してい
る。また、同社では、当該リコール情報を
掲載した新聞折り込みチラシの配布、ダイ
レクトメールの発送等を行っている。さら
に、平成２５年１０月から１１月にかけて
新聞折り込みチラシを作成し、情報の周知
を行っている。

(受付:2013/06/17)食器洗い乾燥機

松下電器産業（株）（現在
：パナソニック（株））

ＮＰ－４０ＳＸ１

( 火災 )

A201300200

2013-0786

2013/06/05

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約１７年
）により、ラッチスイッチの接点に接触不良が
生じたため異常過熱し、発火したものと推定さ
れる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/06/17)電子レンジ

（株）千石（岩谷産業（株
）ブランド）

ＩＭ－５７４（岩谷産業株
式会社ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0022

A201300216

2013-0861

2013/06/15

(事故発生地)

北海道

　当該製品のスイッチを入れたまま外出
し戻ったところ、異臭と発煙に気付き確
認すると、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生しており、１名が負傷した。

　調査の結果、当該製品はモーター内部の部品
に不具合があり、整流子とカーボンブラシ間が
接触不良となって過剰なスパークが発生したた
め、樹脂製モーターカバーに着火し、出火に至
ったものと推定される。

　株式会社パオックは、平成２５年５月７
日からホームページに情報を掲載するとと
もに、平成２５年６月及び７月に新聞社告
を掲載し、当該製品の回収を行っている。

(受付:2013/06/27)空気圧縮機

（株）パオック

ＯＬ－１５２５

( 火災 )

A201300224

2013-0891

2013/06/18

(事故発生地)

大阪府

　当該製品から出火する火災が発生し、
当該製品を焼損、周辺を汚損した。

　調査の結果、当該製品のオゾン発生器内部の
フィルムコンデンサーが異常発熱して発火し、
周囲の樹脂に延焼したものと推定されるが、コ
ンデンサーの焼損が著しいため、異常発熱した
原因の特定には至らなかった。

　株式会社コスモライフは、事故の再発防
止を図るため、平成２５年９月５日から対
象製品について部品交換を実施している。

(受付:2013/07/01)ウォーターサーバー

（株）コスモライフ

ＷＢＦ－１０００

( 火災 )

A201300226

2013-0892

2013/06/01

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品に設置された手すりに掴まっ
て上半身を起こそうとしたところ、当該
製品の頭側が下方向に傾き、バランスを
崩して手すりに胸部を打ち、負傷した。

　事故原因は、使用中に当該製品に加わった荷
重等の影響によって頭側ベッド枠を止める樹脂
製部品が破損したことによりベッドの頭側が傾
き、事故に至ったものと考えられる。

　製造事業者のパラマウントベッド株式会
社では、平成１８年３月より当該枠止め樹
脂部品の強度を高めるための補強金具を全
国の販売事業者及びレンタル事業者に提供
開始。また、平成２１年１０月２３日から
自社ホームページに掲載し注意喚起を行う
とともに、改めて全国の販売事業者及びレ
ンタル事業者にダイレクトメールを送付す
るなど製品改修の促進を行っている。

(受付:2013/07/01)介護ベッド

パラマウントベッド（株）

ＫＱ－８２１４０

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0023

A201300227

2013-0895

2013/06/22

(事故発生地)

愛知県

　ゲーム機（業務用）に当該製品を組付
けて使用中、当該製品及び周辺を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、ゲーム機内部に組み込まれた当
該製品の右側下部の焼損が著しいことから、製
品に起因する事故と考えられるが、焼損が著し
いため、事故原因の特定はできなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/01)エアコン（窓用）

（株）トヨトミ

ＴＩＷ－Ａ１６Ｆ

( 火災 )

A201300240

2013-0938

2013/06/15

(事故発生地)

大阪府

　工場で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、当該製品の基板部または電気部
品から出火したものと考えられるが、焼損が著
しいため原因の特定はできなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/08)冷風機

（株）センチュリー

ＣＷＦ－３２ＲＩ

( 火災 )

A201300266

2013-1060

2013/07/08

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、異臭がしたため確
認すると、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品のコンデンサー端子部
分が、組立時に外力を受けたため、長期の運転
時の振動により緩み、接触不良を起こして出火
に至ったものと考えられる。

　ダイキン工業株式会社では、平成２１年
２月３日にプレスリリースを行い、また、
翌２月４日に新聞社告を掲載するなどして
、注意喚起を行うとともに、対象製品につ
いて無償改修を実施している。

(受付:2013/07/18)エアコン（室外機）

ダイキン工業（株）

ＲＡ２８５Ｘ－Ｗ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0024

A201300277

2013-1098

2013/07/11

(事故発生地)

東京都

　異音に気付き確認すると、当該製品か
ら発煙し、当該製品を焼損、周辺を汚損
する火災が発生していた。

　事故原因は、コンデンサーの製造不良により
、コンデンサー内部の酸化が進行し、規定以上
の電気抵抗が生じて発熱・出火に至ったものと
考えられる。

　ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｊａｐ
ａｎ株式会社では、事故の再発防止を図る
ため、平成２０年１２月１６日にプレスリ
リース及びホームページでの告知を行うと
ともに、１７日に新聞社告を掲載し、対象
製品について無償の部品交換を実施してい
る。

(受付:2013/07/22)電気冷蔵庫

ＬＧ電子ジャパン（株）（
現在：ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒ
ｏｎｉｃｓ　Ｊａｐａｎ（
株））

ＬＲ－Ａ１７ＰＳ

( 火災 )

A201300280

2013-1099

2013/07/14

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品及び周辺を
焼損した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約３９年
）によりモーター用コンデンサーの絶縁性能が
低下したため、内部短絡が生じて異常発熱し、
出火に至ったものと推定される。

　東芝ホームテクノ株式会社は、事故の再
発防止を図るため、平成１９年９月７日か
ら同社ホームページに「長年ご使用の扇風
機の使用についてのお知らせとお願い」と
して注意事項を掲載し、不具合がある場合
には使用を中止するよう呼び掛けている。

(受付:2013/07/24)扇風機

東京芝浦電気（株）（現在
、東芝ホームテクノ（株）
）

Ｈ－３０ＤＬ

( 火災 )

A201300286

2013-1116

2013/07/18

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品に装着するバッテリー
パックの製造工程において、バッテリー内部に
異物が混入したため、使用中に絶縁劣化が進行
し、バッテリー内部で短絡が生じて過熱し、発
火に至ったものと推定される。

　株式会社シィー・ネットでは、事故の再
発防止を図るため、平成２２年１２月１日
から代替製品との無償交換を実施すること
とし、同日、プレスリリース及びホームペ
ージへの掲載を行うとともに、順次、販売
店からダイレクトメールを送付している。

(受付:2013/07/25)ポータブルＤＶＤプレー
ヤー

（株）シィー・ネット

ＫＪ－ＤＶＤ７１００

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0025

A201300297

2013-1178

2013/06/18

(事故発生地)

静岡県

　当該製品に他社製携帯電話機を接続し
、延長コードを介して充電しながら使用
中、異音に気付き確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、当該製品の内部基板上の部品に
異常が発生し、出火に至ったものと推定される
が、基板の焼損が著しいため、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/29)ＡＣアダプター（携帯電
話機用）

ＺＴＥジャパン（株）（ソ
フトバンクモバイル（株）
ブランド）

ＺＥＣＡＤ１（ソフトバン
クモバイル（株）ブランド
）

( 火災 )

A201300298

2013-1172

2013/07/16

(事故発生地)

熊本県

　当該製品を使用中、異臭がしたため確
認すると、当該製品から発煙し、当該製
品の内部部品を焼損する火災が発生して
いた。

　調査の結果、当該製品下部にテーピングで固
定された配線間の長さを比較した結果、モータ
ー配線の長さが他の配線の長さより短く結束さ
れていたため、使用時の洗濯槽の振動が加わっ
た際、モーター配線が引っ張られる状態となり
、モーター配線が半断線してスパークが生じ、
出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/29)電気洗濯機

東芝ホームアプライアンス
（株）

ＡＷ－７０ＧＦ

( 火災 )

A201300300

2013-1173

2013/07/14

(事故発生地)

石川県

　店舗で当該製品から発煙し、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、ＤＣファンモータ
ーの電源用コネクター端子に溶融痕が認められ
るなどしたことから、ファンモーターの電源用
コネクター端子間でトラッキング現象が生じた
ことにより、製品内部から出火したものと考え
られるが、焼損が著しく、原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。 　なお、シャープ株式会社
では、自社のホームページで当該機種を含
むエアコンの点検サービスを受けるよう勧
めている。

(受付:2013/07/30)エアコン

シャープ（株）

ＡＹ－Ｍ４５ＳＸ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0026

A201300313

2013-1198

2013/07/24

(事故発生地)

広島県

　当該製品を運転開始直後、異音・異臭
とともに当該製品を焼損し、周辺を汚損
する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のファンモーターのリ
ード線接続部分に、エアコン洗浄液等の電気を
通しやすい物質が付着・侵入し、さらに当該製
品内部で発生した結露がリード線接続部分に回
りこむことによって、トラッキング現象が生じ
、発煙・出火に至ったものと考えられる。

　東芝キヤリア（株）は、事故の再発防止
を図るため、平成１６年８月２０日より新
聞社告を掲載するとともに、新聞折り込み
チラシ、交通広告（電車内）等の注意喚起
を行い、さらに、平成２５年度においても
、全国自治体の広報誌への掲載等を行い、
対象製品の無償改修を呼び掛けている。

(受付:2013/08/02)エアコン

東芝キヤリア（株）

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

( 火災 )

A201300320

2013-1243

2013/07/30

(事故発生地)

静岡県

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　事故原因は、コンデンサーの製造不良により
、コンデンサー内部の酸化が進行し、規定以上
の電気抵抗が生じて発熱・出火に至ったものと
考えられる。

　ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｊａｐ
ａｎ株式会社では、事故の再発防止を図る
ため、平成２０年１２月１６日にプレスリ
リース及びホームページでの告知を行うと
ともに、１７日に新聞社告を掲載し、対象
製品について無償の部品交換を実施してい
る。

(受付:2013/08/07)電気冷蔵庫

ＬＧ電子ジャパン（株）（
現在：ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒ
ｏｎｉｃｓ　Ｊａｐａｎ（
株））

ＬＲ－Ｂ１７ＮＷ

( 火災 )

A201300326

2013-1288

2013/07/30

(事故発生地)

群馬県

　当該製品を使用中、異音と異臭に気付
き確認すると、当該製品及び周辺を焼損
する火災が発生していた。

　事故原因は、当該製品のファンモーターのリ
ード線接続部分に、エアコン洗浄液等の電気を
通しやすい物質が付着・侵入し、さらに当該製
品内部で発生した結露がリード線接続部分に回
りこむことによって、トラッキング現象が生じ
、発煙・出火に至ったものと考えられる。

　東芝キヤリア（株）は、事故の再発防止
を図るため、平成１６年８月２０日より新
聞社告を掲載するとともに、新聞折り込み
チラシ、交通広告（電車内）等の注意喚起
を行い、さらに、平成２５年度においても
、全国自治体の広報誌への掲載等を行い、
対象製品の無償改修を呼び掛けている。

(受付:2013/08/08)エアコン

東芝キヤリア（株）

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0027

A201300335

2013-1290

2013/07/28

(事故発生地)

神奈川県

　飲食店で当該製品を使用中、異臭がし
たため確認すると、当該製品から出火す
る火災が発生しており、当該製品を焼損
した。

　事故原因は、ドアの開閉を検知するスイッチ
の製造不良により、接点部でスパークが発生し
、出火に至ったものと考えられる。

　販売事業者である岩谷産業株式会社は、
当該製品を含む対象機種について、平成
１５年９月２日から複数回、新聞社告を掲
載するとともにテレビＣＭ放送で、注意喚
起を行い、対象製品について、無償改修（
スイッチ部の交換）を実施している。

(受付:2013/08/09)電子レンジ

（株）千石（岩谷産業（株
）ブランド）

ＩＭ－５７５（岩谷産業株
式会社ブランド）

( 火災 )

A201300382

2013-1477

2013/07/18

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、当該製品の除湿エレメント（空
気中の水分を吸着させる部品）に付着した空気
中の異物が除湿用のヒーターで過熱されて発熱
し、その熱の影響で加湿エレメントから出火に
至ったものと推定される。

　ダイキン工業株式会社では、事故の再発
防止を図るため、当該製品を含む対象機種
について、平成２４年２月３日にプレスリ
リースを行い、同年２月４日に新聞及び同
社ホームページに情報を掲載し、無償で製
品交換を実施している。

(受付:2013/08/30)空気清浄機

ダイキン工業（株）

ＭＣＺ６５Ｋ－Ｗ

( 火災 )

A201300401

2013-1529

2013/08/23

(事故発生地)

福井県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品を焼損、周
辺を汚損した。

　事故原因は、ドアの開閉を検知するスイッチ
の製造不良により、接点部でスパークが発生し
、出火に至ったものと考えられる。

　販売事業者である岩谷産業株式会社は、
当該製品を含む対象機種について、平成
１５年９月２日から複数回、新聞社告を掲
載するとともにテレビＣＭ放送で、注意喚
起を行い、対象製品について、無償改修（
スイッチ部の交換）を実施している。

(受付:2013/09/05)電子レンジ

（株）千石（岩谷産業（株
）ブランド）

ＩＭ－５７４（岩谷産業（
株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0028

A201300407

2013-1531

2013/08/29

(事故発生地)

富山県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品及び周辺を
焼損した。

　事故原因は、当該製品のファンモーターのリ
ード線接続部分に、エアコン洗浄液等の電気を
通しやすい物質が付着・侵入し、さらに当該製
品内部で発生した結露がリード線接続部分に回
りこむことによって、トラッキング現象が生じ
、発煙・出火に至ったものと考えられる。

　東芝キヤリア（株）は、事故の再発防止
を図るため、平成１６年８月２０日より新
聞社告を掲載するとともに、新聞折り込み
チラシ、交通広告（電車内）等の注意喚起
を行い、さらに、平成２５年度においても
、全国自治体の広報誌への掲載等を行い、
対象製品の無償改修を呼び掛けている。

(受付:2013/09/05)エアコン

東芝キヤリア（株）

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

( 火災 )

A201300415

2013-1583

2013/08/22

(事故発生地)

愛知県

　店舗で当該製品から発煙し、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の安定器が長期使用（
約３０年）により絶縁劣化したため、レイヤシ
ョートが生じ、発熱・発煙したものと推定され
る。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。  なお、販売事業者であるコ
イズミ照明株式会社では、長期使用（１０
年以上）している場合は、事故防止のため
、すぐに使用を中止する等の呼びかけを行
っている。

(受付:2013/09/11)照明器具

（株）ミツヨシ（現　青垣
コイズミ照明（株））（小
泉産業（株）ブランド）

ＫＨ－７８５７５（小泉産
業株式会社ブランド）

( 火災 )

A201300422

2013-1606

2013/09/01

(事故発生地)

千葉県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
の内部部品を焼損する火災が発生してい
た。

　事故原因は、当該製品のコンプレッサー始動
用に使用されている始動リレー（起動用電気部
品）内のＰＴＣ素子（電流を制御する部品）の
品質にばらつきがあること等により発熱故障し
、始動リレー内部で発煙・焼損して製品の内部
部品を焼損する火災に至ったものと考えられる
。

　シャープ株式会社は、当該製品を含む対
象機種について、事故の再発防止を図るた
め、平成２４年４月１７日プレス公表を行
うとともに、平成２４年４月１７日付けで
新聞社告を行い、引き続きホームページに
情報を掲載して、無償点検・部品交換を実
施する。

(受付:2013/09/13)電気冷蔵庫

シャープ（株）

ＳＪ－ＷＡ３５Ｃ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0029

A201300455

2013-1735

2013/09/20

(事故発生地)

東京都

　異臭がしたため確認すると、当該製品
の内部部品を焼損する火災が発生してい
た。

　事故原因は、当該製品のコンプレッサー始動
用に使用されている始動リレー（起動用電気部
品）内のＰＴＣ素子（電流を制御する部品）の
品質にばらつきがあること等により発熱故障し
、始動リレー内部で発煙・焼損して製品の内部
部品を焼損する火災に至ったものと考えられる
。

　シャープ株式会社は、当該製品を含む対
象機種について、事故の再発防止を図るた
め、平成２４年４月１７日プレス公表を行
うとともに、平成２４年４月１７日付けで
新聞社告を行い、引き続きホームページに
情報を掲載して、無償点検・部品交換を実
施する。

(受付:2013/09/30)電気冷蔵庫

シャープ（株）

ＳＪ－２３Ｂ

( 火災 )

A201300464

2013-1783

2013/10/01

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品から発煙
し、当該製品の内部部品を破損する火災
が発生した。

　事故原因は、当該製品のモーター用コンデン
サーの製造工程において、異物が混入していた
ため、使用中に徐々に絶縁劣化を起こし、出火
に至ったものと推定される。

　ハイアールジャパンセールス株式会社で
は、当該製品を含む対象機種について、事
故の再発防止を図るため、平成２２年１１
月１２日新聞社告、平成２４年９月２１日
プレス公表、平成２４年９月２２日新聞再
社告を行い、無償点検・部品の無償交換を
実施している（三洋ハイアール株式会社（
２００７年３月解散）が輸入した電気洗濯
機も含む）。

(受付:2013/10/09)電気洗濯機

三洋ハイアール（株）（現
在：ハイアールジャパンセ
ールス（株））

ＨＳＷ－５０Ｓ３

( 火災 )

A201300488

2013-1899

2013/10/08

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品及び周辺を
焼損した。

　事故原因は、当該製品を使用する際に、扉を
開閉し、電源の入切が繰り返されることでドア
の開閉を検知するスイッチが接触不良となり、
スパーク（電気火花）が発生し、トラッキング
現象（絶縁破壊による短絡）が起こり、出火に
至ったものと考えられる。

　小泉成器株式会社は、当該製品を含む対
象機種について、事故の再発防止を図るた
め、平成１９年９月１２日に新聞社告を掲
載し、使用の中止を呼び掛けるとともに、
無償改修を実施している。また、同社では
、平成２０年３月以降複数回にわたり、テ
レビＣＭ放送で注意喚起を行い、対象製品
について無償改修を呼び掛けている。

(受付:2013/10/17)電子レンジ

小泉成器（株）

ＫＲＤ－０１０６

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0030

A201300507

2013-1964

2013/10/12

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品下部から出火に至った
ものと推定されるが、焼損が著しいため、ＬＥ
Ｄ基板からの出火か、電源コードの断線スパー
クによる出火か、事故原因の特定はできなかっ
た。

　株式会社アピックスインターナショナル
は、事故の再発防止を図るため、当該製品
について、平成２５年１２月６日にホーム
ページに掲載し、使用の中止を呼び掛ける
とともに、無償交換を実施している。

(受付:2013/10/25)扇風機

（株）アピックスインター
ナショナル

ＡＦＴ－６７７ＲＩ

( 火災 )

A201300542

2013-2208

2013/11/04

(事故発生地)

富山県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の内蓋上にこぼれた洗
剤が外槽部に流れ込み、ヒーターリード線に付
着して芯線が腐食し、脱水時等の振動により断
線して短絡が生じて、近傍の樹脂部品に着火し
、発煙・出火に至ったものと考えられる。

　日立アプライアンス株式会社では当該機
種について、平成１７年１２月からヒータ
ーのリード線断線に関してＨＰに掲載する
とともに、新聞社告、ＤＭの発送等により
、注意喚起を行い、無料点検・修理を実施
している。更に、平成２５年１０月より、
ＨＰに「リコール商品を探しています」の
項目を追加し、リコール回収中の製品を検
索しやすいようにした。また、サービス員
及び販売店が別製品等の修理に伺った際、
リコール改修品を明示したチラシを持参し
、当該製品が設置されているか確認するこ
とを再徹底した。　なお、リコール品改修
チラシ（５０万部）は新たに作成し、サー
ビス部門、営業部門に配布を実施。

(受付:2013/11/14)電気洗濯乾燥機

日立ホーム＆ライフソリュ
ーション（株）（現　日立
アプライアンス（株））

ＮＷ－Ｄ８ＡＸ

( 火災 )

A201300584

2013-2371

2013/11/21

(事故発生地)

東京都

　異臭がしたため確認すると、当該製品
の内部部品を焼損する火災が発生してい
た。

　事故原因は、当該製品のコンプレッサー始動
用に使用されている始動リレー（起動用電気部
品）内のＰＴＣ素子（電流を制御する部品）の
品質にばらつきがあること等により発熱故障し
、始動リレー内部で発煙・焼損して製品の内部
部品を焼損する火災に至ったものと考えられる
。

　シャープ株式会社は、当該製品を含む対
象機種について、事故の再発防止を図るた
め、平成２４年４月１７日プレス公表を行
うとともに、平成２４年４月１７日付けで
新聞社告を行い、引き続きホームページに
情報を掲載して、無償点検・部品交換を実
施する。

(受付:2013/12/02)電気冷蔵庫

シャープ（株）

ＳＪ－ＥＸ４４７

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0031

A201300606

2013-2441

2013/11/27

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、当該製品のモーター用コンデン
サーの製造工程において、異物が混入していた
ため、使用中に徐々に絶縁劣化を起こし、出火
に至ったものと推定される。

　ハイアールジャパンセールス株式会社で
は、当該製品を含む対象機種について、事
故の再発防止を図るため、平成２２年１１
月１２日新聞社告、平成２４年９月２１日
プレス公表、平成２４年９月２２日新聞再
社告を行い、無償点検・部品の無償交換を
実施している（三洋ハイアール株式会社（
２００７年３月解散）が輸入した電気洗濯
機も含む）。

(受付:2013/12/06)電気洗濯機

三洋ハイアール（株）（現
　ハイアールジャパンセー
ルス（株））

ＨＳＷ－５０Ｓ２

( 火災 )

A201300607

2013-2442

2013/11/26

(事故発生地)

千葉県

　発煙と異臭に気付き確認すると、当該
製品の内部部品を焼損する火災が発生し
ていた。

　事故原因は、当該製品のコンプレッサー始動
用に使用されている始動リレー（起動用電気部
品）内のＰＴＣ素子（電流を制御する部品）の
品質にばらつきがあること等により発熱故障し
、始動リレー内部で発煙・焼損して製品の内部
部品を焼損する火災に至ったものと考えられる
。

　シャープ株式会社は、当該製品を含む対
象機種について、事故の再発防止を図るた
め、平成２４年４月１７日プレス公表を行
うとともに、平成２４年４月１７日付けで
新聞社告を行い、引き続きホームページに
情報を掲載して、無償点検・部品交換を実
施する。

(受付:2013/12/06)電気冷蔵庫

シャープ（株）

ＳＪ－Ｗ３５Ｂ

( 火災 )

A201300631

2013-2532

2013/12/06

(事故発生地)

岐阜県

　飲食店で当該製品庫内から発煙し、当
該製品を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、当該製品の冷凍室周辺の霜取り
をした際の水が、近傍のスイッチの端子部に流
れ込んでしまう構造であったため、端子間でト
ラッキングが発生し、発火に至ったものと考え
られる。

　東芝ホームアプライアンス株式会社では
、事故の再発防止を図るため、２５年以上
使用している電気冷蔵庫について、平成
２０年１１月５日にプレスリリースを行う
とともに、同社ホームページに情報を掲載
し、注意喚起を行っている。

(受付:2013/12/16)電気冷蔵庫

東京芝浦電気（株）（現在
：東芝ホームアプライアン
ス（株））

ＧＲ－１３０ＳＢ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0032

A201300635

2013-2553

2013/12/07

(事故発生地)

岐阜県

　施設で当該製品を使用中、当該製品を
焼損し、周辺を汚損する火災が発生した
。

　事故原因は、強弱切換の部品（ダイオード）
に不具合があり、発熱し、発煙・出火に至った
ものと考えられる。

　大宇電子ジャパン株式会社は、平成１５
年２月２８日及び平成１９年３月１日に新
聞社告を掲載し、注意喚起を行うとともに
、対象製品の無償改修を実施している。

(受付:2013/12/19)電気ストーブ（ハロゲン
ヒ－タ－）

大宇電子ジャパン（株）（
現在：東部大宇電子ジャパ
ン（株））

ＳＤ－８０Ｇ

( 火災 )

A201300642

2013-2555

2013/12/16

(事故発生地)

奈良県

　当該製品を使用中、異臭がしたため確
認すると、当該製品の内部部品を焼損す
る火災が発生していた。

　事故原因は、当該製品のモーター用コンデン
サーの製造工程において、異物が混入していた
ため、使用中に徐々に絶縁劣化を起こし、出火
に至ったものと推定される。

　ハイアールジャパンセールス株式会社で
は、当該製品を含む対象機種について、事
故の再発防止を図るため、平成２２年１１
月１２日新聞社告、平成２４年９月２１日
プレス公表、平成２４年９月２２日新聞再
社告を行い、無償点検・部品の無償交換を
実施している（三洋ハイアール株式会社（
２００７年３月解散）が輸入した電気洗濯
機も含む）。

(受付:2013/12/20)電気洗濯機

三洋ハイアール（株）（現
　ハイアールジャパンセー
ルス（株））

ＨＳＷ－５０Ｓ１

( 火災 )

A201300669

2013-2705

2013/12/20

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、ドアの開閉を検知するスイッチ
の製造不良により、接点部でスパークが発生し
、出火に至ったものと考えられる。

　販売事業者である岩谷産業株式会社は、
当該製品を含む対象機種について、平成
１５年９月２日から複数回、新聞社告を掲
載するとともにテレビＣＭ放送で、注意喚
起を行い、対象製品について、無償改修（
スイッチ部の交換）を実施している。

(受付:2014/01/06)電子レンジ

（株）千石（岩谷産業（株
）ブランド）

ＩＭ－５７５（岩谷産業株
式会社ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0033

A201300698

2013-3464

2014/01/06

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、ドアの開閉を検知するスイッチ
の製造不良により、接点部でスパークが発生し
、出火に至ったものと考えられる。

　販売事業者である岩谷産業株式会社は、
当該製品を含む対象機種について、平成
１５年９月２日から複数回、新聞社告を掲
載するとともにテレビＣＭ放送で、注意喚
起を行い、対象製品について、無償改修（
スイッチ部の交換）を実施している。

(受付:2014/01/16)電子レンジ

（株）千石（岩谷産業（株
）ブランド）

ＩＭ－５７４（岩谷産業株
式会社ブランド）

( 火災 )

A201300699

2013-3465

2013/12/30

(事故発生地)

北海道

　異音がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　事故原因は、コントローラー基板上の温水ヒ
ーター用コネクター接続部において、部品メー
カーにより特定期間内に製造したコネクターが
メッキ不良を起こしやすい製品であったため、
使用中の熱衝撃及び振動により、メッキが剥が
れてコネクター部分が接触不良となり発熱した
。その影響によりコントローラー基板上のはん
だ付け部に、はんだクラックが生じ絶縁不良と
なり、異極間でスパークし、焼損したものと考
えられる。

　東陶機器株式会社（現ＴＯＴＯ株式会社
）は、当該製品を含む対象機種について、
製品内部の一部接続部で接触不良が発生し
、プラスチック製タンクの一部から発煙・
出火に至るおそれがあることから、平成
１９年４月１６日にホームページへ情報を
掲載するとともに、翌１７日に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、対象製
品について無償点検・改修を実施している
。

(受付:2014/01/16)温水洗浄便座

東陶機器（株）（現在：Ｔ
ＯＴＯ（株））

ＴＣＦ９６５ＬＹＧ

( 火災 )

A201300725

2013-3603

2014/01/03

(事故発生地)

愛知県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、運転中の振動により、モーター
と制御基板中継コネクター間のモーターリード
線が断線して短絡が起こり、防音緩衝材に着火
、焼損したものと考えられる。

　シャープ株式会社では、事故の再発防止
を図るため、平成１４年４月３日から対象
製品について無償点検・修理を実施してい
る。

(受付:2014/01/23)電気洗濯機

シャープ（株）

ＥＳ－ＹＡ４２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0034

A201300763

2013-3698

2014/01/26

(事故発生地)

京都府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、生産初期段階での作業不良品が
混入していたため、火災に至ったものと考えら
れる。

　日本フィリップス株式会社（現　株式会
社フィリップスエレクトロニクスジャパン
）では、平成１３年１０月１６日に社告及
び同社ホームページに掲載し、当該製品を
含む対象製品について無償点検・修理を実
施している。

(受付:2014/02/04)電気ストーブ（オイルヒ
ーター）

日本フィリップス（株）（
現在：（株）フィリップス
エレクトロニクスジャパン
）

ＨＤ３４７７

( 火災 )



　製品区分：　02.台所・食卓用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0035

A201300148

2013-0580

2013/02/28

(事故発生地)

岩手県

　当該製品を斜めに持ち蓋を開けようと
したところ蓋が外れ、中のお湯が手にか
かり火傷を負った。

　調査の結果、当該製品の蓋部分（ポリプロピ
レン製）を製造する際に、ポリプロピレンの結
晶化度が小さいものがあったため、熱湯を入れ
た際に中蓋が収縮して、ステンレスボトル本体
と当該蓋との間で嵌合不良となり、事故に至っ
たものと考えられる。

　輸入事業者の東亜金属株式会社は、該当
ロットを含む製品について２０１３年５月
３１日からホームページ掲載や店頭告知を
行い、無償製品交換を実施している。

(受付:2013/05/27)水筒（ステンレス製）

東亜金属（株）

３１４－０２０

( 重傷 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0036

A201200815

2012-2622

2013/01/13

(事故発生地)

香川県

　当該製品を使用中、異音に気付き確認
すると、当該製品から出火する火災が発
生しており、当該製品を焼損した。

　調査の結果、当該製品の消音室内に未燃灯油
が入りこみ滞留し、気化した未燃灯油にバーナ
ーの炎が引火し出火に至ったものと推定される
が、焼損が著しいことから、未燃灯油が生じた
原因を特定することができなかった。

　株式会社長府製作所は、平成１７年３月
２４日から当該製品を含む対象機種につい
て、無償点検・修理を実施しており、新聞
社告やホームページ掲載などを実施して呼
びかけている。

(受付:2013/01/23)石油給湯機付ふろがま

（株）長府製作所

ＫＩＢＦ－４２２ＤＳ

( 火災 )

A201200851

2012-2971

2013/01/20

(事故発生地)

福島県

　当該製品で追い焚き後に停電し、その
後屋外の発煙に気付き確認すると、当該
製品から出火する火災が発生しており、
当該製品を焼損、周辺を汚損した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約２９年
）によるノズルの噴霧不良、点火用の電極の位
置ずれ及び送風機の羽根に堆積したホコリによ
り、燃焼不良や着火遅れが生じたため炉内に未
燃灯油が生じ、気化した未燃灯油に着火するこ
とにより機器内に燃焼炎が戻り可燃物に着火し
出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/01/31)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＣＫ－７Ｓ

( 火災 )

A201200856

2012-2972

2013/01/16

(事故発生地)

秋田県

　店舗で当該製品を焼損する火災が発生
した。

　当該製品は焼損していたが、出火時の詳細な
状況が不明なことから、製品起因か否かを含め
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/01)石油ストーブ

（株）ニッセイ

ＮＣＨ－Ｓ２６ＡＤ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0037

A201200897

2012-3095

2013/01/30

(事故発生地)

香川県

　当該製品を使用中、異臭に気付き確認
すると、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生していた。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約２２年
間）により、多量のススが熱交換器のフィンに
堆積してスス詰まりが生じ、燃焼時に燃焼室内
が異常な高温となっていたところへ、長年の燃
焼・停止が繰り返される膨張・収縮により、断
熱材の強度が低下して燃焼室内面より剥がれて
いたため、燃焼熱がバックカバーを過熱し、設
置壁面等を焼損したものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/12)屋外式（ＲＦ式）ガス瞬
間湯沸器（都市ガス用）

パロマ工業（株）（現：（
株）パロマ）

ＰＨ－１６ＣＢ

( 火災 )

A201200902

2012-3098

2013/02/03

(事故発生地)

北海道

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が死亡した。

　調査の結果、当該製品は焼損が著しく、確認
できない部品もあることから、製品起因か否か
を含め事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/13)石油ストーブ（開放式）

（株）トヨトミ

ＬＣ－Ｅ３０

( 火災  死亡 )

A201200950

2012-3225

2013/02/14

(事故発生地)

岩手県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が負傷し
た。

　当該製品に自動点火装置で点火した１～２分
後に燃焼筒左側から炎が上がり、スピード消火
ボタンが作動したにも関わらず消火できなかっ
たが、調査の結果、当該製品は出火に至る異常
は認められないものの、他に可燃物もなかった
ことから、製品起因か否かを含め事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/25)石油ストーブ（開放式）

（株）コロナ

ＲＸ－２２１０Ｙ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0038

A201200952

2012-3227

2013/02/11

(事故発生地)

京都府

　当該製品を使用中、異音に気付き確認
すると、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生していた。

　調査の結果、当該製品の長期使用（約３０年
）により、着火不良や燃焼不良で未燃灯油が滴
下した、あるいは電磁ポンプの劣化によりノズ
ルから灯油が滴下するなどしていたため、炉底
材に灯油が溜まっており、着火時の通常噴霧と
同時にこれらの未燃灯油も着火して逆火し、送
風機等から吹き戻ったことで本体及び周辺が焼
損したものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/25)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＣＫ－５

( 火災 )

A201200953

2012-3228

2013/02/08

(事故発生地)

奈良県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、２名が負傷した。

　調査の結果、当該製品の内部に燃料漏れや異
常燃焼等の出火の痕跡は認められなかったが、
焼損が著しく未回収の部品もあることから、製
品起因か否かを含め事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/25)石油温風暖房機（開放式
）

ダイニチ工業（株）

ＦＷ－３２５Ｓ

( 火災  重傷 )

A201200963

2012-3232

2013/02/17

(事故発生地)

滋賀県

　他社製バーナーに当該製品をセットし
て使用中、バーナーと当該製品の接続部
分から出火する火災が発生し、周辺を焼
損した。

　調査の結果、当該製品のステムラバーの内径
部にクラックが発生していたことにより、ガス
がステム部周辺から漏れてバーナーの火に引火
したものと推定され、ステムラバーの状態より
オゾンによる劣化の可能性が高いと推測される
が、保管状態の詳細が不明であること及びオゾ
ン劣化を特定するための分析用サンプルが入手
できなかったことから、製品起因か否かを含め
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/02/27)ガスボンベ

岩谷産業（株）

ＣＢ－２５０－ＯＲ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0039

A201201007

2012-3389

2013/02/27

(事故発生地)

神奈川県

　飲食店で当該製品の着火確認を行った
ところ、当該製品から出火する火災が発
生し、当該製品を焼損した。

　調査の結果、当該製品のボンベ接続部のＯリ
ングキャップの位置がずれたために、Ｏリング
キャップで固定していたＯリングの気密性が損
なわれてガス漏れが生じ、事故に至った可能性
が考えられるが、Ｏリングの詳細な状態が不明
なことから、製品起因か否かを含め事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/11)カセットこんろ

（株）ニチネン

ＫＣ－３１７

( 火災 )

A201201057

2013-0009

2013/03/17

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品に接続し
たカセットボンベが破裂する火災が発生
し、当該製品及び周辺を焼損した。（
A201201064と同一事故）

　調査の結果、当該製品に取り付けられていた
カセットボンベが過熱されて破裂し、横にあっ
たカセットボンベにも引火して、周囲を焼損す
るに至った可能性が考えられるが、当該製品の
使用状況や取り付けられていたカセットボンベ
の接続状況及び当該製品の安全装置の作動状況
がそれぞれ不明であり、カセットボンベを過熱
した熱源も特定できなかったことから、製品起
因か否かを含め事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/26)カセットこんろ

（株）旭製作所（岩谷産業
（株）ブランド）

ＡＳ－１（岩谷産業株式会
社ブランド）

( 火災 )

A201201064

2013-0042

2013/03/17

(事故発生地)

東京都

　カセットこんろを使用中、カセットこ
んろに接続した当該製品が破裂する火災
が発生し、当該製品及び周辺を焼損した
。（A201201057と同一事故）

　調査の結果、当該製品が過熱されて破裂した
可能性が考えられるが、事故時の詳細な状況が
不明であり、当該製品とカセットこんろとの接
続状況や当該製品を過熱した熱源も特定できな
かったことから、製品起因か否かを含め事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/28)ガスボンベ

東邦金属工業（株）（アイ
システムネットワーク（株
）ブランド）

ＰＢ－２５０－Ｉ（アイシ
ステムネットワーク株式会
社ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0040

A201201065

2013-0043

2013/03/21

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、燃焼・排気経路に
堆積していた多量のススに、不着火によって生
じた未燃灯油が染み込み、点火時に引火して火
災に至ったものと考えられるが、排気経路に多
量のススが堆積した原因の特定には至らず、製
品起因か否かを含め事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/03/28)石油温風暖房機（密閉式
）

（株）コロナ

ＦＦ－７４０Ｓ

( 火災 )

A201300006

2013-0106

2013/03/16

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、２名が負傷し
た。

　当該製品の油受け皿から油が漏れ、出火に至
った可能性があるが、当該製品を確認できなか
ったことから、製品起因であるか否かを含め事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/03)石油ストーブ（開放式）

（株）トヨトミ

ＲＣＡ－８８

( 火災 )

A201300008

2013-0108

2013/03/25

(事故発生地)

新潟県

　当該製品を使用中、当該製品を消火せ
ずに給油し、当該製品に給油タンクを戻
す際、灯油が漏れて出火する火災が発生
し、当該製品及び周辺を焼損した。

　事故原因は、カートリッジタンクに給油した
後、カートリッジタンクのふたが完全にロック
されていない状態であったために、本体に戻そ
うとふたを下にした際にふたが開き、こぼれた
灯油が石油ストーブにかかり出火したものと考
えられる。

　製造事業者であるコロナ株式会社では、
平成２０年９月１７日に新聞社告及びホー
ムページにおいて、使用時の注意喚起・啓
発を実施するとともに、対象製品について
、無償点検・修理を実施している。

(受付:2013/04/03)石油ストーブ（開放式）

（株）コロナ

ＳＸ－Ｂ３５Ｙ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0041

A201300009

2013-0120

2013/03/21

(事故発生地)

新潟県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、建物が全焼、１名が
負傷した。

　調査の結果、当該製品に異常燃焼の痕跡は認
められなかったが、事故の発生状況の詳細も不
明であり出火に至ったメカニズムも特定できな
かったことから、製品起因か否かを含め事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/04)石油ストーブ（開放式）

（株）トヨトミ

Ｒ－３３

( 火災 )

A201300030

2013-0176

2013/04/02

(事故発生地)

宮城県

　ブレーカーが作動し、異臭がしたため
確認すると、当該製品及び周辺を焼損す
る火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品の熱交換器フィンに多
量の炭化物が固着したため熱がこもり、接続部
のパッキンを劣化させ、熱交換器外に高温の排
気ガスが漏れ、配線の被覆を劣化させてスパー
ク、若しくは排気ガスの熱が電磁ポンプから漏
れた灯油に引火した可能性が考えられるが、電
磁ポンプの焼損が著しく、熱交換器フィンに炭
化物が固着した原因も不明なことから、製品起
因か否かを含め事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/11)石油給湯機付ふろがま

（株）コロナ

ＵＩＢ－３１００ＴＸ３（
Ｆ）

( 火災 )

A201300048

2013-0220

2013/04/13

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、ブレーカーが作動
し、異臭がしたため確認すると、当該製
品から出火する火災が発生しており、当
該製品を焼損した。

　調査の結果、当該製品の電磁弁に使用されて
いるＯリング(パッキン)が劣化して硬化、収縮
し、器具内に油漏れが発生したことから、漏れ
た灯油に引火し、火災に至ったものと考えられ
る。

　製造事業者である株式会社ノーリツは、
平成１４年１０月から無償改修を開始し、
平成１８年１２月４日には、再度新聞社告
を掲載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥ
Ｍ製品を含む対象製品について無償改修を
呼びかけています。

(受付:2013/04/19)石油給湯機

（株）ノーリツ

ＯＱＢ－３０２ＹＳ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0042

A201300058

2013-0254

2013/02/17

(事故発生地)

東京都

　当該製品から発煙し、当該製品を焼損
する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の水量制御器内部のモ
ーターブラシが折損したことで短絡状態になり
、電装基板の水量制御器駆動用ＩＣに過電流が
流れたため、ＩＣが異常発熱して発煙に至った
ものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/23)屋外式ガス給湯付ふろが
ま（都市ガス用）

リンナイ（株）

ＲＵＦ－Ｖ２４０５ＡＷ

( 火災 )

A201300087

2013-0317

2013/04/21

(事故発生地)

新潟県

　当該製品を点火後、しばらくして停止
していたため、再度点火してその場を離
れたところ、異臭に気付き確認すると、
当該製品を焼損し、周辺を汚損する火災
が発生していた。

　調査の結果、当該製品は、長期使用（約１５
年間）及びスポット溶接の不良による燃焼リン
グの支え金具の外れにより燃焼リングが変形し
、点火ヒーターも損耗していたため、ススの発
生や点火遅れが生じ、ポット内に未燃灯油が溜
まり点火時に燃え上がり火炎が排気口にまで達
し、排気筒の断熱クロス及び樹脂キャップが焼
損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/01)石油温風暖房機（密閉式
）

（株）コロナ

ＦＦ－１００６ＳＢＴ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0043

A201300100

2013-0406

2013/04/29

(事故発生地)

茨城県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品を浴槽に水を張らずに
運転した際に、空だき防止装置が作動せず空だ
きとなり缶体が過熱し出火に至ったものと推定
されるが、空焚き防止装置に点検用コネクター
は接続されておらず、空だき防止装置や制御基
板の焼損が著しいため、空だき防止装置が作動
しなかった原因の特定には至らなかったことか
ら、製品起因か否かを含め事故原因の特定には
至らなかった。

　株式会社長府製作所は、当該製品を含む
対象機種について、修理・点検時の点検用
コネクターの戻し忘れによる空焚き事故が
発生したことから、事故再発防止のため、
平成１９年７月２７日にプレスリリース及
びＨＰに情報掲載し、点検用コネクターが
付属する全ての機種について、無償点検に
より点検用コネクターの回収を実施。他の
対象機種と一部構造等が異なる２機種（Ｃ
Ｋ－１１及びＣＫ－１１Ｓ）は、空焚き防
止回路が不安定な際、空焚き防止装置の作
動頻度が多くなり修理等の依頼が増え、点
検用コネクターの戻し忘れの可能性が高く
なるため、安定的な作動確保のため基板交
換も実施。周知のため平成１９年７月２８
日に新聞社告、平成２１年１０月～平成
２２年３月までＴＶＣＭ放映、継続的に販
売・サービス店による修理・点検時に対象
機種がある場合、確認と回収等の徹底、ポ
スター掲示、店頭チラシ配布、新聞折込み
チラシ等による呼び掛けを行っている。

(受付:2013/05/09)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＣＫ－１１Ｓ

( 火災 )

A201300103

2013-0408

2013/04/16

(事故発生地)

千葉県

　当該製品で追い焚き後、浴槽に入った
ところ、熱湯で火傷を負った。

　当該製品は入手できた部品には異常は認めら
れなかったが、製品全体による検査ができなか
ったことから、製品起因か否かを含め事故原因
の特定に至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/10)屋外式ガス給湯付ふろが
ま（ＬＰガス用）

（株）ノーリツ

ＧＴ－２４２７ＳＡＷＸ

( 重傷 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0044

A201300123

2013-0461

2013/05/08

(事故発生地)

新潟県

　当該製品を使用後、ブレーカーが作動
したため確認すると、当該製品を焼損す
る火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品は、長期使用（約２２
年間）により、バーナー部のノズルの噴霧不良
によって、燃焼バランスが崩れ、熱交換器のフ
ィンにススが付着したため、排気温度が上昇し
て機内へ高温の排気が漏れ、電磁弁周辺の温度
が高くなった結果、電磁ポンプのＯリングが劣
化し灯油が漏れ、漏れた灯油が高温になった熱
交換器や排気筒にかかり気化することにより発
火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/17)石油給湯機付ふろがま

（株）コロナ

ＵＫＢ－３２０ＴＸ３（Ｍ
）

( 火災 )

A201300129

2013-0517

2013/04/02

(事故発生地)

奈良県

　当該製品の周辺を焼損する火災が発生
した。

　調査の結果、当該製品は長期使用（約１８年
）により、熱交換器がスス詰まりを起こして不
完全燃焼が発生し、排気ガスと混じって排出さ
れた未燃ガスに何らかの要因で引火し、排気口
から炎が吹き出したものと考えられる。また、
当該製品は工事取扱説明書で指定している排気
口上方の離隔距離が確保されていなかったこと
から、設置にも問題があったと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/20)屋外式ガス瞬間湯沸器（
ＬＰガス用）

パロマ工業（株）（現：(株
)パロマ）

ＰＨ－２０ＫＷ５（５０）

( 火災 )

A201300135

2013-0519

2013/05/18

(事故発生地)

福井県

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品及び周辺を
焼損した。

　調査の結果、当該製品は、排気室内部に未燃
灯油が溜まったことにより、着火・燃焼時の熱
や炎の影響で未燃灯油から出火したものと考え
られるが、排気室内部に灯油が溜まった原因は
特定できなかった。

　当該製品を含む対象機種については、油
量を調整するための電磁弁に使用されてい
るＯリング（パッキン）が劣化し、硬化、
収縮したことで器具内に灯油が漏れ、これ
に引火して機器内部が焼損に至る事故が発
生していることから、東陶ユプロ株式会社
（現ＴＯＴＯ株式会社）は、平成１４年
１０月及び平成１８年１２月に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥＭ
製品を含む対象製品について無償改修を実
施している。さらに、販売店・サービス店
を通じて、リコール対象機種がないかの確
認を継続実施しており、平成２１年１２月
からの取組みとして、戸建住宅へチラシを
直接配布し、対象製品の改修促進を図って
いる。

(受付:2013/05/21)石油給湯機付ふろがま

ＴＯＴＯ（株）　［製造：
東陶ユプロ（株）　（解散
）］

ＲＰＥ４０ＫＡ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0045

A201300138

2013-0521

2013/05/18

(事故発生地)

長野県

　当該製品を使用中、異音に気付き確認
すると、当該製品から出火する火災が発
生しており、当該製品を焼損した。

　調査の結果、当該製品の電磁弁に使用されて
いるＯリング(パッキン)が劣化して硬化、収縮
し、器具内に油漏れが発生したことから、漏れ
た灯油に引火し、火災に至ったものと考えられ
る。

　製造事業者である株式会社ノーリツは、
平成１４年１０月から無償改修を開始し、
平成１８年１２月４日には、再度新聞社告
を掲載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥ
Ｍ製品を含む対象製品について無償改修を
呼びかけています。

(受付:2013/05/22)石油給湯機付ふろがま

（株）ノーリツ

ＯＴＱ－３０２ＳＡ

( 火災 )

A201300142

2013-0537

2013/05/15

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、異臭に気付き確認
すると、当該製品から出火する火災が発
生しており、当該製品を焼損した。

　事故原因は、当該製品内の部品の設計の不具
合により、ガバナ部（整圧器）のダイヤフラム
（ガスの供給圧力の変動に応じて動く弁）に亀
裂が生じて機器内部でガス漏れが発生し、漏れ
たガスにバーナーの炎が引火し、出火に至った
ものと考えられる。

　製造事業者である株式会社世田谷製作所
では、平成１９年４月１９日に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、対象商
品について無償改修を実施している。

(受付:2013/05/24)ガスふろがま用バーナー
（都市ガス用）

（株）世田谷製作所（（株
）オカキンブランド）

ＴＡ－０９７

( 火災 )

A201300167

2013-0634

2013/05/24

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品から異常燃焼の痕跡は
認められなかったものの、当該製品のタンク室
側から出火しており、カートリッジタンクの口
金部品の一部も溶解していたが、当該製品の焼
損状況が著しいことから、製品起因か否かを含
め事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/06/03)石油ストーブ（開放式）

（株）コロナ

ＳＸ－Ａ２２０

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0046

A201300202

2013-0781

2013/06/06

(事故発生地)

京都府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品は、使用者が運転して
いなかったとの供述はあったが、当該製品内部
のススの付着状況より事故当時は運転状態にあ
り、内部観察の結果、気化筒の下部付近を中心
に過熱された痕跡があることから、当該製品か
ら出火したものと推定されるが、当該製品に電
気系統や送油系統の異常や異常燃焼の痕跡は認
められず、発火源となる部品や焼損残さも確認
できなかったことから原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/06/17)石油温風暖房機（開放式
）

（株）コロナ

ＦＨ－２５２ＤＸＤ

( 火災 )

A201300244

2013-0935

2013/06/29

(事故発生地)

愛知県

　飲食店で当該製品を使用中、炎が上が
ったため消火しようとしていたところ、
しばらくして当該製品に接続したカセッ
トボンベが爆発する火災が発生し、当該
製品及び周辺を焼損、２名が負傷した。
（A201300242と同一事故）

　調査の結果、当該製品はバーナー消火後も水
入れ皿等に付着した油や調理物が燃え続け、炎
が上がっていたため、カセットボンベが過熱し
、内圧上昇により破裂したものと推定される。
事故原因については、炎が上がっていたにも関
わらず消火を行わなかった飲食店側の不注意と
考えられるが、バーナー消火後も炎が上がって
いる場合に、カセットボンベを取り外し、炎を
消火する等具体的な対処方法についての注意記
載がなかったこと等も事故発生に影響している
。

　輸入事業者の株式会社旭製作所では、平
成２６年１月からの出荷分から、取扱説明
書に水入れ皿に水を入れずに加熱し続ける
とカセットボンベが爆発する恐れがある旨
や炎をあがり続けた場合の対処方法の注意
記載を追記するとともに、本体表示をより
明確にしている。また、飲食店を中心に注
意喚起チラシの配布を行っている。

(受付:2013/07/09)カセットこんろ

（株）旭製作所（岩谷産業
（株）ブランド）

ＣＢ－ＲＢＴ－Ａ（岩谷産
業株式会社ブランド）

( 火災 )

A201300246

2013-0936

2013/06/27

(事故発生地)

栃木県

　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品から出火する火災が
発生しており、当該製品を焼損した。

　調査の結果、当該製品は、電磁ポンプの閉止
不良により、ノズルから灯油が漏れ、使用して
いなかった１か月の間に消音室の消音材に浸み
込み、運転時に浸み込んだ灯油が気化し引火し
たため大きな火炎が生じ排気口から炎が噴き出
したものと推定される。電磁ポンプの閉止不良
は、閉止弁の異物付着の可能性があるが、電磁
ポンプが事故現場において既に分解され、閉止
弁が確認できなかったことから、製品起因か否
かを含め事故原因の特定には至らなかった。

　株式会社長府製作所は、当該製品を含む
対象機種について、内部部品の不具合によ
り、ごくまれに油漏れを生じる可能性があ
ることが判明したことから、事故再発防止
のため、平成１７年３月２４日にＨＰに情
報掲載し、無償点検により部品交換を実施
。周知のため、継続的に販売・サービス店
による修理・点検時に対象機種がある場合
、確認と回収等の徹底、ＨＰによる呼び掛
けを行っている。　

(受付:2013/07/09)石油給湯機付ふろがま

（株）長府製作所

ＫＩＢＦ－４２３ＤＳＡ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0047

A201300252

2013-0958

2013/07/05

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品を焼損する火災が発
生していた。

　事故原因は、電磁弁に使用されている部品の
Ｏリング（パッキン）が劣化により硬化、収縮
し、器具内に油漏れが発生。この漏れた灯油に
引火して機器内部が焼損したと考えられる。

　当該製品を含む対象機種については、油
量を調整するための電磁弁に使用されてい
るＯリング（パッキン）が劣化し、硬化、
収縮したことで器具内に灯油が漏れ、これ
に引火して機器内部が焼損に至る事故が発
生していることから、東陶ユプロ株式会社
（現ＴＯＴＯ株式会社）は、平成１４年
１０月及び平成１８年１２月に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥＭ
製品を含む対象製品について無償改修を実
施している。さらに、販売店・サービス店
を通じて、リコール対象機種がないかの確
認を継続実施しており、平成２１年１２月
からの取組みとして、戸建住宅へチラシを
直接配布し、対象製品の改修促進を図って
いる。

(受付:2013/07/11)石油給湯機

ＴＯＴＯ（株）　［製造：
東陶ユプロ（株）　（解散
）］

ＲＰＨ４０ＫＥ

( 火災 )

A201300255

2013-0960

2013/07/03

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　事故原因は、当該製品内の部品の設計の不具
合により、ガバナ部（整圧器）のダイヤフラム
（ガスの供給圧力の変動に応じて動く弁）に亀
裂が生じて機器内部でガス漏れが発生し、漏れ
たガスにバーナーの炎が引火し、出火に至った
ものと考えられる。

　製造事業者である株式会社世田谷製作所
では、平成１９年４月１９日に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、対象商
品について無償改修を実施している。

(受付:2013/07/11)ガスふろがま用バーナー
（都市ガス用）

（株）世田谷製作所（（株
）オカキンブランド）

ＴＡ－０９７

( 火災 )

A201300268

2013-1057

2013/06/21

(事故発生地)

埼玉県

　ガスこんろに点火したところ、当該製
品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、事故後にガス機器に接続されて
いない当該製品のつまみが「開」になっていた
ことから、ヒューズ機構が正常に作動せずに微
量のガスが漏れ、当該製品に被さっていた物の
中に漏れたガスが滞留し、使用者がガスこんろ
を点火した際に引火して事故に至った可能性が
考えられるが、事故後の検査では当該製品の機
密性及びヒューズ機構に異常は認められず、事
故以前の製品の使用状態も特定できなかったこ
とから、製品起因か否かを含め事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/18)ガス栓（ＬＰガス用）

光陽産業（株）

Ｇ９１３Ａ－１２Ｐ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0048

A201300278

2013-1095

2013/07/01

(事故発生地)

群馬県

　建物を全焼する火災が発生し、1名が
死亡した。現場に当該製品があった。

　調査の結果、当該製品は焼損が著しく、事故
発生時の詳細な状況が不明であることから、製
品起因か否かを含め事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/23)ガスこんろ（ＬＰガス用
）

リンナイ（株）

ＲＴＳ－４６００ＧＦ

( 火災  死亡 )

A201300283

2013-1111

2013/07/17

(事故発生地)

広島県

　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品から出火する火災が
発生しており、当該製品を焼損した。

　調査の結果、当該製品の電磁ポンプの制御弁
に使用されているＯリング（パッキン）が劣化
して硬化、収縮し、器具内に油漏れが発生した
ことから、漏れた灯油に引火して機器内部が焼
損したものと考えられる。

　当該製品を含む対象機種については、油
量を調整するための電磁弁に使用されてい
るＯリング（パッキン）が劣化し、硬化、
収縮したことで器具内に灯油が漏れ、これ
に引火して機器内部が焼損に至る事故が発
生していることから、東陶ユプロ株式会社
（現ＴＯＴＯ株式会社）は、平成１４年
１０月及び平成１８年１２月に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥＭ
製品を含む対象製品について無償改修を実
施している。さらに、販売店・サービス店
を通じて、リコール対象機種がないかの確
認を継続実施しており、平成２１年１２月
からの取組みとして、戸建住宅へチラシを
直接配布し、対象製品の改修促進を図って
いる。

(受付:2013/07/25)石油給湯機

ＴＯＴＯ（株）　［製造：
東陶ユプロ（株）　（解散
）］

ＲＰＨ４０ＫＳＳ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0049

A201300302

2013-1170

2013/07/18

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の空だき防止装置が作
動せず、燃焼が継続したことから空だきとなっ
て缶体が過熱し、当該製品が焼損したものと推
定されるが、当該製品の焼損が著しいことから
、空だき防止装置が作動しなかった原因の特定
には至らなかった。

　株式会社長府製作所は、当該製品を含む
対象機種について、修理・点検時の点検用
コネクターの戻し忘れによる空焚き事故が
発生したことから、事故再発防止のため、
平成１９年７月２７日にプレスリリース及
びＨＰに情報掲載し、点検用コネクターが
付属する全ての機種について、無償点検に
より点検用コネクターの回収を実施。他の
対象機種と一部構造等が異なる２機種（Ｃ
Ｋ－１１及びＣＫ－１１Ｓ）は、空焚き防
止回路が不安定な際、空焚き防止装置の作
動頻度が多くなり修理等の依頼が増え、点
検用コネクターの戻し忘れの可能性が高く
なるため、安定的な作動確保のため基板交
換も実施。周知のため平成１９年７月２８
日に新聞社告、平成２１年１０月～平成
２２年３月までＴＶＣＭ放映、継続的に販
売・サービス店による修理・点検時に対象
機種がある場合、確認と回収等の徹底、ポ
スター掲示、店頭チラシ配布、新聞折込み
チラシ等による呼び掛けを行っている。

(受付:2013/07/30)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＣＫ－１１Ｓ

( 火災 )

A201300339

2013-1314

2013/08/08

(事故発生地)

栃木県

　当該製品を使用中、異音に気付き確認
すると、当該製品を焼損する火災が発生
しており、建物を全焼した。

　調査の結果、当該製品は焼損が著しく、確認
できない部品もあることから、製品起因か否か
も含め事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/08/12)石油温風暖房機（開放式
）

（株）コロナ

ＦＨ－Ｓ２５３ＤＸ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0050

A201300360

2013-1393

2013/08/11

(事故発生地)

佐賀県

　当該製品を使用中、電気が消え異臭が
したため確認すると、当該製品から発煙
し、当該製品を焼損する火災が発生して
いた。

　調査の結果、当該製品の焼損状況等から、空
だき状態となったため缶体が過熱して焼損した
ものと推定されるが、焼損が著しいことから、
空だき防止装置が作動しなかった原因の特定に
は至らなかった。

　株式会社長府製作所は、当該製品を含む
対象機種について、修理・点検時の点検用
コネクターの戻し忘れによる空焚き事故が
発生したことから、事故再発防止のため、
平成１９年７月２７日にプレスリリース及
びＨＰに情報掲載し、点検用コネクターが
付属する全ての機種について、無償点検に
より点検用コネクターの回収を実施。他の
対象機種と一部構造等が異なる２機種（Ｃ
Ｋ－１１及びＣＫ－１１Ｓ）は、空焚き防
止回路が不安定な際、空焚き防止装置の作
動頻度が多くなり修理等の依頼が増え、点
検用コネクターの戻し忘れの可能性が高く
なるため、安定的な作動確保のため基板交
換も実施。周知のため平成１９年７月２８
日に新聞社告、平成２１年１０月～平成
２２年３月までＴＶＣＭ放映、継続的に販
売・サービス店による修理・点検時に対象
機種がある場合、確認と回収等の徹底、ポ
スター掲示、店頭チラシ配布、新聞折込み
チラシ等による呼び掛けを行っている。

(受付:2013/08/22)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＣＫ－９

( 火災 )

A201300428

2013-1638

2013/09/01

(事故発生地)

静岡県

　当該製品にカセットボンベを装着して
点火したところ、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品のボンベ接続部付近で
ガス漏れが生じたため、出火に至ったものと考
えられるが、ガス漏れ箇所が特定できず、詳細
な使用状況が不明なことから、製品起因か否か
を含め事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/09/19)カセットこんろ

（株）ニチネン

ＫＣ－３１３

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0051

A201300441

2013-1653

2013/08/24

(事故発生地)

静岡県

　当該製品が破裂し、２名が火傷を負っ
た。（A201300440と同一事故）

　調査の結果、当該製品は長期使用（１３年）
によりバルブパッキンが劣化していたため、携
帯用ガスこんろを接続したときに接続部分から
ガスが漏えいし、バーナー点火時に引火して接
続部分から炎が上がり、当該製品が炙られて内
圧が異常上昇し、破裂に至ったものと考えられ
る。

　コールマンジャパン株式会社では、長期
間使用されなかった製品における経年劣化
に係る注意喚起を、同社ホームページにて
掲載しています。

(受付:2013/09/25)携帯用カセットボンベ

コールマンジャパン（株）

ＣＶ－４７０

( 火災  重傷 )

A201300443

2013-1672

2013/09/16

(事故発生地)

茨城県

　当該製品に点火後、異臭に気付き確認
すると、当該製品を焼損する火災が発生
していた。

　事故原因は、当該製品内の部品の設計の不具
合により、ガバナ部（整圧器）のダイヤフラム
（ガスの供給圧力の変動に応じて動く弁）に亀
裂が生じて機器内部でガス漏れが発生し、漏れ
たガスにバーナーの炎が引火し、出火に至った
ものと考えられる。

　販売事業者である東京ガス株式会社では
、平成１９年４月１８日に新聞社告を行う
とともに、平成２５年１０月８日に再度新
聞社告を行い、当該製品を含む対象製品を
使用する方に注意喚起を行うとともに、対
象商品について無償点検・部品交換を実施
している。

(受付:2013/09/26)屋外式（ＲＦ式）ガスふ
ろがま（都市ガス用）

（株）世田谷製作所（東京
ガス（株）ブランド）

Ｒ１３７Ｂ（東京ガス株式
会社ブランド：型式ＳＴ－
９１３ＲＦＡ）

( 火災 )

A201300459

2013-1750

2013/09/26

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品から出火
する火災が発生し、当該製品を焼損した
。

　事故原因は、当該製品内の部品の設計の不具
合により、ガバナ部（整圧器）のダイヤフラム
（ガスの供給圧力の変動に応じて動く弁）に亀
裂が生じて機器内部でガス漏れが発生し、漏れ
たガスにバーナーの炎が引火し、出火に至った
ものと考えられる。

　製造事業者である株式会社世田谷製作所
では、平成１９年４月１９日に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、対象商
品について無償改修を実施している。

(受付:2013/10/03)屋外式（ＲＦ式）ガスふ
ろがま（都市ガス用）

（株）世田谷製作所（（株
）ハーマンブランド）

Ｒ１３７Ｂ（（株）ハーマ
ンブランド゛：ＹＦ７０２
）

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0052

A201300486

2013-1894

2013/09/24

(事故発生地)

東京都

　当該製品から発煙し、当該製品の内部
部品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品内部に浸入した液体に
より、電子レンジ用リレーで短絡が発生し出火
に至ったものと考えられるが、液体が浸入した
原因が不明なことから、製品起因か否かを含め
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/10/17)ガスコンビネーションレ
ンジ（都市ガス用）

リンナイ（株）

ＲＢＲ－Ｕ１２Ｅ

( 火災 )

A201300489

2013-1895

2013/10/05

(事故発生地)

北海道

　当該製品のタイマーをセットした後、
当該製品から発煙し、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、機器の修理、点検及び空焚き防
止装置の作動状況を判定するため、一時的に使
用する点検用コネクター（空焚き防止装置を働
かせないようにするもの）を修理・点検後に戻
し忘れたため、浴槽排水栓の閉め方が不十分で
空焚きとなった際に空焚き防止装置が作動せず
、火災に至ったものと考えられる。

　株式会社長府製作所は、当該製品を含む
対象機種について、修理・点検時の点検用
コネクターの戻し忘れによる空焚き事故が
発生したことから、事故再発防止のため、
平成１９年７月２７日にプレスリリース及
びＨＰに情報掲載し、点検用コネクターが
付属する全ての機種について、無償点検に
より点検用コネクターの回収を実施。他の
対象機種と一部構造等が異なる２機種（Ｃ
Ｋ－１１及びＣＫ－１１Ｓ）は、空焚き防
止回路が不安定な際、空焚き防止装置の作
動頻度が多くなり修理等の依頼が増え、点
検用コネクターの戻し忘れの可能性が高く
なるため、安定的な作動確保のため基板交
換も実施。周知のため平成１９年７月２８
日に新聞社告、平成２１年１０月～平成
２２年３月までＴＶＣＭ放映、継続的に販
売・サービス店による修理・点検時に対象
機種がある場合、確認と回収等の徹底、ポ
スター掲示、店頭チラシ配布、新聞折込み
チラシ等による呼び掛けを行っている。

(受付:2013/10/18)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＪＰＳ－Ｔ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0053

A201300500

2013-1941

2013/10/14

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、当該製品内の部品の設計の不具
合により、ガバナ部（整圧器）のダイヤフラム
（ガスの供給圧力の変動に応じて動く弁）に亀
裂が生じて機器内部でガス漏れが発生し、漏れ
たガスにバーナーの炎が引火し、出火に至った
ものと考えられる。

　販売事業者である東京ガス株式会社では
、平成１９年４月１８日に新聞社告を行う
とともに、平成２５年１０月８日に再度新
聞社告を行い、当該製品を含む対象製品を
使用する方に注意喚起を行うとともに、対
象商品について無償点検・部品交換を実施
している。

(受付:2013/10/22)ガスふろがま用バーナー
（都市ガス用）

（株）世田谷製作所

ＴＡ－ＯＫ２７０ＵＥＴ

( 火災 )

A201300555

2013-2258

2013/11/12

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用後、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、長期使用による熱疲労によって
燃焼室部分の一部にひびが生じ火炎の一部が吹
き出した際、ひびの発生場所が過熱防止装置の
作動する範囲から外れたことにより過熱防止装
置の作動が遅れ、機器の背面が過熱され、火災
に至ったものと考えられる。

　パロマ工業株式会社（現株式会社パロマ
）では、当該製品を含む対象製品について
、平成３年３月２３日に新聞社告等を通じ
て無償改修の呼びかけを行うとともに、平
成１９年４月から同社ホームページへ当該
情報を掲載、平成２３年１１月からは未改
修製品について同等品への無償交換を実施
している。

(受付:2013/11/21)屋外式ガス給湯付ふろが
ま（ＬＰガス用）

パロマ工業（株）（現：（
株）パロマ）

ＦＨ－１６００ＭＳ

( 火災 )

A201300567

2013-2291

2013/11/19

(事故発生地)

愛媛県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　事故原因は、当該製品の電磁ポンプの制御弁
に使用されているＯリング（パッキン）が劣化
して硬化、収縮し、器具内に油漏れが発生した
ことから、漏れた灯油に引火して機器内部が焼
損したものと考えられる。

　当該製品を含む対象機種については、油
量を調整するための電磁弁に使用されてい
るＯリング（パッキン）が劣化し、硬化、
収縮したことで器具内に灯油が漏れ、これ
に引火して機器内部が焼損に至る事故が発
生していることから、東陶ユプロ株式会社
（現ＴＯＴＯ株式会社）は、平成１４年
１０月及び平成１８年１２月に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥＭ
製品を含む対象製品について無償改修を実
施している。さらに、販売店・サービス店
を通じて、リコール対象機種がないかの確
認を継続実施しており、平成２１年１２月
からの取組みとして、戸建住宅へチラシを
直接配布し、対象製品の改修促進を図って
いる。

(受付:2013/11/25)石油給湯機

ＴＯＴＯ（株）　［製造：
東陶ユプロ（株）　（解散
）］

ＲＰＨ３２Ｋ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0054

A201300569

2013-2293

2013/11/04

(事故発生地)

群馬県

　当該製品のタイマーをセットして使用
中、周辺を焼損する火災が発生した。

　事故原因は、機器の修理、点検及び空だき防
止装置の作動状況を判定するため、一時的に使
用する点検用コネクター（空だき防止装置を働
かせないようにするもの）を修理・点検後に戻
し忘れたため、浴槽に水がない状態で空だきと
なった際に空だき防止装置が作動せず、火災に
至ったものと考えられる。

　株式会社長府製作所は、当該製品を含む
対象機種について、修理・点検時の点検用
コネクターの戻し忘れによる空焚き事故が
発生したことから、事故再発防止のため、
平成１９年７月２７日にプレスリリース及
びＨＰに情報掲載し、点検用コネクターが
付属する全ての機種について、無償点検に
より点検用コネクターの回収を実施。他の
対象機種と一部構造等が異なる２機種（Ｃ
Ｋ－１１及びＣＫ－１１Ｓ）は、空焚き防
止回路が不安定な際、空焚き防止装置の作
動頻度が多くなり修理等の依頼が増え、点
検用コネクターの戻し忘れの可能性が高く
なるため、安定的な作動確保のため基板交
換も実施。周知のため平成１９年７月２８
日に新聞社告、平成２１年１０月～平成
２２年３月までＴＶＣＭ放映、継続的に販
売・サービス店による修理・点検時に対象
機種がある場合、確認と回収等の徹底、ポ
スター掲示、店頭チラシ配布、新聞折込み
チラシ等による呼び掛けを行っている。

(受付:2013/11/26)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＪＰＳ－Ｔ３

( 火災 )

A201300580

2013-2318

2013/11/20

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故原因は、当該製品内の部品の設計の不具
合により、ガバナ部（整圧器）のダイヤフラム
（ガスの供給圧力の変動に応じて動く弁）に亀
裂が生じて機器内部でガス漏れが発生し、漏れ
たガスにバーナーの炎が引火し、出火に至った
ものと考えられる。

　製造事業者である株式会社世田谷製作所
では、平成１９年４月１９日に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、対象商
品について無償改修を実施している。

(受付:2013/11/29)ガスふろがま用バーナー
（都市ガス用）

（株）世田谷製作所

ＴＡ－ＯＫ２７０ＵＥＴ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0055

A201300599

2013-2433

2013/12/01

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を使用中、異音がしたため確
認すると、当該製品を焼損する火災が発
生していた。

　調査の結果、当該製品の電磁弁に使用されて
いるＯリング（パッキン）が劣化して硬化、収
縮し、器具内に油漏れが発生したことから、漏
れた灯油に引火し、火災に至ったものと考えら
れる。

　製造事業者である株式会社ノーリツは、
平成１４年１０月から無償改修を開始し、
平成１８年１２月４日には、再度新聞社告
を掲載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥ
Ｍ製品を含む対象製品について無償改修を
呼びかけている。

(受付:2013/12/05)石油給湯機

（株）ノーリツ

ＯＱＢ－３０２ＹＳ

( 火災 )

A201300658

2013-2622

2013/12/22

(事故発生地)

和歌山県

　当該製品を操作したところ、リモコン
表示が消えたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品内の部品の設計の不具
合により、ガバナ部（整圧器）のダイヤフラム
（ガスの供給圧力の変動に応じて動く弁のゴム
膜）が劣化し亀裂が生じて機器内部でガス漏れ
が発生し、漏れたガスに引火し、製品の焼損に
至ったものと考えられる。

　製造事業者である株式会社ノーリツでは
、平成１９年６月に新聞社告、平成２０年
３月１７日に再社告を掲載し、注意喚起を
行うとともに、対象製品について改修を実
施している。

(受付:2013/12/27)屋外式ガス給湯付ふろが
ま（ＬＰガス用）

（株）ノーリツ

ＧＲＱ－１６１ＳＡ

( 火災 )

A201300684

2013-3432

2014/01/08

(事故発生地)

栃木県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の電磁弁に使用されて
いるＯリング（パッキン）が劣化して硬化、収
縮し、器具内に油漏れが発生したことから、漏
れた灯油に引火し、火災に至ったものと考えら
れる。

　製造事業者である株式会社ノーリツは、
平成１４年１０月から無償改修を開始し、
平成１８年１２月４日には、再度新聞社告
を掲載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥ
Ｍ製品を含む対象製品について無償改修を
呼びかけている。

(受付:2014/01/14)石油給湯機

（株）ノーリツ

ＯＱＢ－３０２Ｙ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0056

A201300685

2013-3433

2013/12/27

(事故発生地)

長崎県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品の電磁弁に使用されて
いるＯリング（パッキン）が劣化して硬化、収
縮し、器具内に油漏れが発生したことから、漏
れた灯油に引火し、火災に至ったものと考えら
れる。

　製造事業者である株式会社ノーリツは、
平成１４年１０月から無償改修を開始し、
平成１８年１２月４日には、再度新聞社告
を掲載し、注意喚起を行うとともに、ＯＥ
Ｍ製品を含む対象製品について無償改修を
呼びかけている。

(受付:2014/01/14)石油給湯機付ふろがま

（株）ノーリツ

ＯＴＱ－３０２ＳＡＹＳ

( 火災 )

A201300726

2013-3600

2014/01/12

(事故発生地)

宮崎県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、２名が負傷し
た。

　事故原因は、当該製品のカートリッジタンク
の蓋（口金キャップ）が閉まったと誤認し、カ
ートリッジタンクを出し入れする際に蓋が外れ
、漏れた灯油に引火し、火災に至ったものと考
えられる。

　株式会社千石は、当該製品を含む対象機
種について、平成２２年９月１日に新聞社
告を掲載し、また、ホームページへの情報
掲載により、注意喚起を行うとともに、蓋
の部品を変更したカートリッジタンクとの
無償交換を実施している。

(受付:2014/01/24)石油ストーブ（開放式）

（株）千石（（株）グリー
ンウッドブランド）

ＧＫＰ－Ｗ３０１Ｎ（（株
）グリーンウッドブランド
）

( 火災 )

A201300759

2013-3666

2014/01/22

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　事故原因は、当該製品内部の送油ユニット部
分において、電磁ポンプパッキンを押さえる板
がずれた状態で組み付けたため、隙間から油漏
れが発生し、出火に至ったものと考えられる。

　当該製品を含む対象機種については、製
造事業者の東陶ユプロ株式会社（現ＴＯＴ
Ｏ株式会社）は、平成２０年９月１日から
ホームページに情報を掲載し、平成２０年
９月２日付けで新聞社告を掲載し、ＯＥＭ
製品を含む対象製品について無償点検・改
修を実施している。さらに、販売店・サー
ビス店を通じて、リコール対象機種がない
かの確認を継続実施しており、平成２１年
１２月からの取組みとして、戸建住宅へチ
ラシを直接配布し、対象製品の改修促進を
図っている。

(受付:2014/01/31)石油給湯機

ＴＯＴＯ（株）　［製造：
東陶ユプロ（株）　（解散
）］

ＲＰＨ３３ＫＳ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0057

A201300809

2013-3865

2014/02/10

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を点火後、異臭がしたため確
認すると、当該製品を焼損する火災が発
生していた。

　事故原因は、当該製品内の部品の設計の不具
合により、ガバナ部（整圧器）のダイヤフラム
（ガスの供給圧力の変動に応じて動く弁）に亀
裂が生じて機器内部でガス漏れが発生し、漏れ
たガスにバーナーの炎が引火し、出火に至った
ものと考えられる。

　製造事業者である株式会社世田谷製作所
では、平成１９年４月１９日に新聞社告を
掲載し、注意喚起を行うとともに、対象商
品について無償改修を実施している。

(受付:2014/02/21)ガスふろがま用バーナー
（ＬＰガス用）

（株）世田谷製作所

ＴＡ－ＯＫ２７０ＵＥＴ（
（株）オカキン製ガスふろ
がまに組み込まれたもの）

( 火災 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0058

A201000407

2010-2026

2009/12/00

(事故発生地)

高知県

　上げ下げ式の当該製品の下側の窓障子
を上に上げ、窓の下側の枠に手を掛けた
ところ、突然、上げた窓障子が落下し、
右手指を負傷した。

　当該製品は、上下に可動する窓障子を、窓枠
の左右に内蔵したバネ部品で支えることにより
、窓障子を任意の位置で止め、また、軽く上げ
下げできる機構となっている。調査の結果、左
右のバネが破損していた。当該製品は、長期使
用（約１０年）により、片側のバネが劣化によ
り破損し、上げ下げ部窓障子の開閉時にガタツ
キなどが生じて作動が悪くなり、その状態で使
用を続けたことから、反対側のバネに負荷が加
わって破損し、窓障子が保持できなくなったた
め、使用時に窓障子が落下し、事故に至ったも
のと考えられる。

　新日軽株式会社（現　株式会社ＬＩＸＩ
Ｌ）は、ホームページで経年劣化による落
下等の注意喚起を行っていた。

(受付:2010/08/12)窓

新日軽（株）（現　（株）
ＬＩＸＩＬ）

ＰＸＩＨＰ０７１２

( 重傷 )

A201100502

2011-2801

2011/08/11

(事故発生地)

鹿児島県

　当該製品を使用中、当該製品の座面生
地が破れ、転倒し、当該製品のパイプ部
に指を挟み、負傷した。

　調査の結果、事故原因は、保管時の日光等の
影響により、当該製品の座面生地の化学繊維の
糸が劣化し、脆弱化していた状況で使用を続け
ていたため、使用による荷重により座面生地が
破断し事故に至ったものと考えられる。　なお
、本体表示には使用場所等に関する注意記載が
されていたが、劣化による破断の危険性につい
ては記載がなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2011/10/18)折りたたみ椅子（レジャ
ー用）

パール金属（株）

Ｍ－３８７７

()

A201200286

2012-0934

2012/03/20

(事故発生地)

大阪府

　公共施設で当該製品を片付ける際、当
該製品が転倒し、右足を負傷した。

　調査の結果、当該製品は、短手方向への力の
加え方によっては転倒する場合があり、使用者
がパイプ棚部を持って押し上げたため、一方の
キャスターが浮き天板側のロック機構のないキ
ャスターが反対方向に滑り転倒に至ったものと
推定される。　なお、当該製品は、日本オフィ
ス家具協会（ＪＯＩＦＡ）の安全基準を満たし
ており、移動方向についての表示が貼り付けら
れていたが、当該製品の天板を折り畳んだ状態
で短手方向に力を加えたときの危険性について
の製品本体の注意表示が不十分であったことも
事故発生に影響しているものと考えられる。

　藤沢工業株式会社では，平成２４年６月
製造分から、天板を折り畳んで移動させる
際の注意表示シールを製品に貼り付けると
ともに、平成２６年１月１７日から自社ホ
ームページ上で同様の注意事項を掲載して
いる。

(受付:2012/07/19)折りたたみテーブル

藤沢工業（株）

ＮＴＡ－１８４５

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0059

A201200287

2012-0935

2012/03/22

(事故発生地)

大阪府

　公共施設で当該製品を片付ける際、当
該製品が転倒し、側にいた者が負傷した
。

　調査の結果、当該製品は、短手方向への力の
加え方によっては転倒する場合があり、使用者
がパイプ棚部を持って押し上げたため、一方の
キャスターが浮き天板側のロック機構のないキ
ャスターが反対方向に滑り転倒に至ったものと
推定される。　なお、当該製品は、日本オフィ
ス家具協会（ＪＯＩＦＡ）の安全基準を満たし
ており、移動方向についての表示が貼り付けら
れていたが、当該製品の天板を折り畳んだ状態
で短手方向に力を加えたときの危険性について
の製品本体の注意表示が不十分であったことも
事故発生に影響しているものと考えられる。

　藤沢工業株式会社では，平成２４年６月
製造分から、天板を折り畳んで移動させる
際の注意表示シールを製品に貼り付けると
ともに、平成２６年１月１７日から自社ホ
ームページ上で同様の注意事項を掲載して
いる。

(受付:2012/07/19)折りたたみテーブル

藤沢工業（株）

ＮＴＡ－１８４５

( 重傷 )

A201200421

2012-1395

2012/08/21

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品に座ったところ、当該製品の
座面布地が破れ、転倒し、負傷した。

　調査の結果、座面生地が日光等の要因で脆化
していた状況で使用を続けていたため、使用に
よる荷重及び落下衝撃が加わったことにより座
面生地が破断し事故に至ったものと考えられる
。  なお、本体表示には保管・劣化に関する注
意記載がされていたが、劣化による破断の危険
性については記載がなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/09/10)折りたたみ椅子（レジャ
ー用）

パール金属（株）

ホルン　レジャーチェア（
大）（マリンブルー）　Ｍ
－３９０３

( 重傷 )

A201200600

2012-2040

2011/08/06

(事故発生地)

岡山県

　当該製品の上に置いたこんろでお湯を
沸かしていたところ、当該製品に身体が
ぶつかった際、当該製品の天板隙間にこ
んろの脚がはまって傾き、こぼれたお湯
がかかり１名が火傷を負った。

　調査の結果、当該製品は天板のロック状態に
関係なく、天板に外力が加わると容易に天板に
すき間が生じる場合があり、天板上に置く物に
よっては不安定な状態になることに対する取扱
い上の注意表示が不十分であったこともあり、
子供が当該製品にぶつかった際、天板にすき間
が生じたためこんろの脚部が天板に生じたすき
間に落ち込み、こんろとやかんが傾いて倒れ、
事故に至ったものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、当該製品については
販売を終了している。

(受付:2012/11/12)テーブル（折りたたみ）

コールマンジャパン（株）

イージーロール２ステージ
テーブル６　１７０Ａ
５９２３

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0060

A201200885

2012-3049

2013/01/25

(事故発生地)

神奈川県

　事務所で折りたたまれた当該製品を移
動させようとしたところ、当該製品が転
倒し、右足を負傷した。

　調査の結果、当該製品は、短手方向への力の
加え方によっては転倒する場合があり、使用者
が天板上部を持って引き寄せたときに、一方の
キャスターが浮き天板側のロック機構のないキ
ャスターが反対方向に滑り転倒に至ったものと
推定される。　なお、当該製品は、日本オフィ
ス家具協会（ＪＯＩＦＡ）の安全基準を満たし
ているものの移動方向についての表示がなされ
ておらず、当該製品には本体に天板が折り畳ま
れた状態で短手方向に力を加えたときに転倒す
る可能性や危険性について、製品本体の注意表
示が無かったことも事故発生に影響しているも
のと考えられる。

　藤沢工業株式会社では平成２１年のある
一定ロットから、ＪＯＩＦＡ規定の「移動
方向の指示」シールを貼付を行うとともに
、平成２４年６月製造分から、天板を折り
畳んで移動させる際の注意表示シールを製
品に貼り付けるとともに、平成２６年１月
１７日から自社ホームページ上で同様の注
意事項を掲載している。

(受付:2013/02/07)折りたたみテーブル

藤沢工業（株）

ＮＴＡ－１８４５

( 重傷 )

A201300018

2013-0145

2013/02/16

(事故発生地)

宮城県

　当該製品を使用中、伸縮式の脚が縮み
、転落し、負傷した。

　調査の結果、当該製品の伸縮脚ロックレバー
のばねの強度が不足していため、使用者が脚立
状態にして乗っていた際、ばねが破損してロッ
クが外れ伸縮脚の１本が縮んだことで脚立が傾
き、バランスを崩して転落したものと考えられ
る。

　輸入事業者である長谷川工業株式会社で
は、当該機種を含む対象製品について、平
成１６年１０月１日から自社ホームページ
に掲載し、製品交換を実施している。

(受付:2013/04/08)脚立（伸縮式）（はしご
兼用）（アルミニウム合
金製）

長谷川工業（株）

ＲＪ－１８

( 重傷 )

A201300169

2013-0636

2013/05/16

(事故発生地)

広島県

　当該製品を使用中、バネの金属片が飛
び、負傷した。

　調査の結果、当該製品のバネ（踏み込みペダ
ルを離した際にローラーを戻すための部品）を
固定し保護するための底面にあるリブが樹脂製
であり、そのリブ及び金属製のバネの先端がな
くなっていたことから、当該製品を移動させる
際、コンクリート床上を引きずったことなどに
よりリブが摩耗したことでバネが削られて破断
し、飛んだバネの先端部分で負傷したものと考
えられる。

　製造事業者である株式会社テラモトでは
、平成２５年６月１８日から自社ホームペ
ージへ掲載や判明顧客への個別通知などを
行い、製品交換を実施している。

(受付:2013/06/03)モップ絞り器

（株）テラモト

ＣＥ－４４０－０００エー
ルスクイザーＣ型

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0061

A201300238

2013-0908

2013/04/07

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品に座ったところ、当該製品の
溶接部分が外れて座面が傾斜し、転倒、
負傷した。

　調査の結果、当該製品の座受け溶接部におい
て、平板金具とコの字金具のスミ肉溶接部に溶
接不良があったことから着座時の荷重により破
断したものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/07/05)椅子

（株）ドウシシャ

ＴＣＴ０４６－ＢＫ

( 重傷 )

A201300350

2013-1357

2013/07/24

(事故発生地)

埼玉県

　飲食店で当該製品に座ったところ、異
音とともに当該製品が破損して転倒し、
負傷した。

　調査の結果、当該製品の座面と後脚パイプを
固定しているアルミ製固定金具が製造工程にお
いて、一部に強度の低い材料が混入していたた
め、強度不足が生じ変形・破断したものと考え
られる。

　販売事業者のアイリスオーヤマでは、平
成２５年９月９日からは購入者に対して個
別通知を行い、代替品への無償交換を実施
している。

(受付:2013/08/19)折りたたみ椅子

アイリスオーヤマ（株）

ＡＳＦ－０２７ＡＳ

( 重傷 )

A201300363

2013-1399

2013/07/22

(事故発生地)

大阪府

　学習施設で折りたたまれた当該製品を
移動させる作業を行っていたところ、当
該製品が転倒し、足を負傷した。

　調査の結果、当該製品は、短手方向への力の
加え方によっては転倒する場合があり、使用者
が天板上部を持って引き寄せたときに、一方の
キャスターが浮き天板側のロック機構のないキ
ャスターが反対方向に滑り転倒に至ったものと
推定される。　なお、当該製品は、日本オフィ
ス家具協会（ＪＯＩＦＡ）の安全基準を満たし
ているものの移動方向についての表示がなされ
ておらず、当該製品には本体に天板が折り畳ま
れた状態で短手方向に力を加えたときに転倒す
る可能性や危険性について、製品本体の注意表
示が無かったことも事故発生に影響しているも
のと考えられる。

　藤沢工業株式会社では，平成２１年のあ
る一定ロットから、ＪＯＩＦＡ規定の「移
動方向の指示」シールの貼付を行うととも
に、平成２４年６月製造分から、天板を折
り畳んで移動させる際の注意表示シールを
製品に貼り付けるとともに、平成２６年１
月以降から自社ホームページ上で同様の注
意事項を掲載し、注意表示シールの提供を
行っている。

(受付:2013/08/22)折りたたみテーブル

藤沢工業（株）

ＮＴＡ－１８４５

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0062

A201300393

2013-1509

2013/08/11

(事故発生地)

神奈川県

　家人（８０歳代）が、階段を降りる際
、当該製品につかまったところ、当該製
品が折れ、足を負傷した。

　事故原因は、当該製品の鋳造工程で不純物（
鉛等）の含有量が多かったため、強度が不足し
、使用者が手すりを使用中に当該製品が破損し
たため、転倒し、事故に至ったものと考えられ
る。

　榎本金属株式会社は、事故の再発防止を
図るため、ホームページへ情報掲載すると
ともに、販売店、工務店を通じて当該製品
の無償点検の実施を呼びかけを行い、点検
の結果、製品に不具合が確認された対象製
品について製品交換を実施している。

(受付:2013/09/04)手すり用固定金具

榎本金属（株）

ＹＳ－３５ＷＧ

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0063

A201200475

2012-1502

2012/09/01

(事故発生地)

宮城県

　当該製品で未舗装路を通過中、フレー
ムが破損し、転倒、負傷した。

　調査の結果、当該製品の上わんとヘッドパイ
プの接着が一部不十分であったため、上わんと
ヘッドパイプとのはく離が進み、前方から強い
衝撃が加わったことで接着が外れ、上わんがヘ
ッドパイプを突き破って破損に至ったものと推
定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
事とする。

(受付:2012/09/27)自転車

キャノンデール・ジャパン
（株）

Ｓｃａｌｐｅｌ　２６

( 重傷 )

A201200660

2012-2245

2012/11/22

(事故発生地)

東京都

　幼児（５歳）を当該製品に乗せて自転
車で走行中、幼児の足が車輪に巻き込ま
れ、負傷した。

　調査の結果、当該製品の足乗せの支柱に亀裂
が入っていたため、足乗せの変形を戻した際に
亀裂が拡大し、使用中に繰り返される負荷によ
り、亀裂が進行して破断し、足乗せが外れて足
が後車輪に巻き込まれたものと考えられるが、
亀裂が入った原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/12/06)自転車用幼児座席

（株）昭和インダストリー
ズ

ＲＢ－２１０

( 重傷 )

A201300163

2013-0610

2013/04/29

(事故発生地)

東京都

　当該製品で走行中、後輪のチューブが
破裂して転倒し、負傷した。

　調査の結果、当該製品の後輪を製造する段階
で、チューブの一部がタイヤとリムの間に噛み
込まれ、その状態のまま販売されたために、走
行中に噛み込まれた箇所からチューブが破裂し
て事故に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/05/31)自転車

（株）エンドウ商事

Ｆ－ＯＢＴ６６

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0064

A201300413

2013-1581

2013/07/10

(事故発生地)

岡山県

　当該製品に使用者を乗せて移動中、当
該製品の座受け部分が破損して座面が傾
き、使用者が滑り落ち、負傷した。

　調査の結果、当該製品の座受け部は、スラス
トベアリングにより回転する構造であったが、
当該事業者が調整の際に回転しないようボルト
を締め付けたため、座受け部のボルト差し込み
口の周囲に応力が発生、更に乗車時の繰り返し
荷重による応力が当該部に加わったことから、
座受け部が破断し事故に至ったものと推定され
る。

　ウチヱ株式会社では、調整等の際に、当
該部分を締めつけないよう調整を行う社内
担当への指導を実施するとともに、使用者
側で調整しないよう取扱説明書に使用者は
調整しない旨、記載を行っている。

(受付:2013/09/10)車いす（入浴用）

ウチエ（株）

ＫＲＵ－１７４

( 重傷 )

A201300590

2013-2373

2013/11/06

(事故発生地)

愛知県

　当該製品に乗車中、当該製品のフロン
トフォークが折れて転倒し、負傷した。

　調査の結果、当該製品の前ホークステムに亀
裂が生じたため、転倒事故に至ったものと考え
られるが、折損部に亀裂が生じる強度不足があ
ったとは判断できず、前ホーク製造時に股部に
生じた凹み跡と亀裂の因果関係は不明なことや
、走行時に前輪やフレームに過大な衝撃が加わ
った痕跡は認められないことから、製品起因か
否かを含め事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/12/04)自転車

トレック・ジャパン（株）

７．６ＦＸ

( 重傷 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0065

A201200760

2012-2522

2012/11/03

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を膝の上に置いて使用中、当
該製品に亀裂が入り、お湯が漏れ、足に
火傷を負った。

　調査の結果、当該製品の取扱説明書には材質
の耐熱安全温度を上回る温度での使用について
の記述が認められたため、当該製品の熱湯の使
用により材質が劣化し、亀裂が入ってお湯が漏
れたため使用者が火傷を負ったものと考えられ
る。

　株式会社京都大和では、平成２４年１２
月２２日から製品使用上の注意点をホーム
ページに掲載するとともに、当該製品を含
む類似製品について平成２４年１２月下旬
以降の出荷分から、同様の使用上の注意点
に係るチラシを同梱を実施している。

(受付:2013/01/07)湯たんぽ

（株）京都大和

０９－５０２６（フリュー
ル・湯たんぽ）

( 重傷 )

A201200772

2012-2543

2012/12/09

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、当該製品のバッテリーセルが異
常発熱し、出火に至った可能性が考えられるが
、当該製品は既に廃棄され使用状況が不明であ
ることから、製品起因か否かも含め、出火原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/01/11)リチウムイオンバッテリ
ー（ノートパソコン用）

（株）エーアンドエー

１０４３

( 火災 )

A201300059

2013-0258

2013/04/08

(事故発生地)

愛媛県

　異臭に気付き確認すると、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生していた。

　調査の結果、当該製品の燃料が漏れて引火し
、本体等が溶融、焼損した可能性が考えられる
が、当該製品の焼損が著しいため、燃料が漏れ
た原因や着火源が特定できなかったことから、
製品起因か否かを含め事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2013/04/23)ライター

（株）小久保工業所

２－１－２－１－１－２

( 火災 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0066

A201300837

2013-3944

2014/01/20

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を電子レンジで加熱して取り
出したところ、当該製品が破裂し、顔と
左手に火傷を負った。

　当該製品の本体及び取扱説明書には加熱時間
等の注意表示があるが、過加熱によって、本体
容器の圧力が上昇して容器が破損し、中身の高
温の液体（蓄熱材）が飛散して火傷を負ったも
のと推定される。

　旭電化工業株式会社（現株式会社ＡＤＥ
ＫＡ）では、平成１１年１１月１２日から
新聞社告を実施するとともに、自社ホーム
ページに掲載し、当該製品の使用中止と製
品回収の呼びかけを実施している。

(受付:2014/02/28)電子レンジ加熱式湯たん
ぽ

旭電化工業（株）（現　（
株）ＡＤＥＫＡ）

なし

( 重傷 )



　製品区分：　08.レジャー用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0067

A201200540

2012-1757

2012/10/05

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品が破裂し
て負傷した。

　調査の結果、当該製品の表面に多数の擦過痕
が確認されたため、それらに使用中の圧力が加
わり破損したものと考えられるが、これらの傷
がいつの時点でどの程度入っていたかについて
特定できなかったことから、製品起因か否かを
含め事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2012/10/23)フィットネスボール

トーエイライト（株）

Ｂ－６１６０

( 重傷 )

A201300205

2013-0788

2013/06/05

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品を使用中、ウエイト（重り）
を止めるナットが外れ、ウエイトが落下
し、左足を負傷した。

　調査の結果、金属製シャフトに耐摩耗性の劣
る樹脂製ナットを組み合わせたことにより、樹
脂製ナットの山が４～５か月の使用により摩耗
し、ウエイトの保持力が低下していたためトレ
ーニング中にナットが外れてウエイトが左足に
落下したと考えられ、使用者がナットが空回り
することを知りながら継続使用していたことも
影響して事故に至ったものと推定される。なお
、当該製品の取扱説明書には、「使用前に異常
がないか確認すること、特にネジの固定の十分
な確認をする」旨、記載されている。

　株式会社カインズでは、当該機種につい
て平成２６年３月１４日からホームページ
等を通じて回収を実施している。

(受付:2013/06/18)ダンベル

（株）カインズ

３６２２ＢＫ

( 重傷 )

A201300522

2013-2124

2013/08/00

(事故発生地)

香川県

　当該製品で運動中、当該製品の右側ハ
ンドル（組立て部）が抜けてバランスを
崩し、けい部を負傷した。

　調査の結果、当該製品を製造する際にハンド
ルバー端具に固定不良があったため、使用中に
ハンドルバーから端具が外れ、端具にねじ止め
していた右側グリップが抜けて事故に至ったも
のと考えられる。

　株式会社オークローンマーケティングで
は、平成２５年８月２９日付けでホームペ
ージ掲載や購入者への個別通知を行い、当
該製品の使用中止を呼びかけるとともに製
品交換を実施している。

(受付:2013/11/06)運動器具（ストレッチ用
）

（株）オークローンマーケ
ティング

ＷＣ－８２３－Ｊ（ワンダ
ーコア）

( 重傷 )


